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音声翻訳が越 えるべき壁

         中村 哲

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

1.音 声翻 訳 の発 展

 音声翻訳は,そ の場で話 した音声を自動認識 し,機

械翻訳 し,相 手言語で音声合成をする技術であ り,

1986年 に国際電気通信基礎技術研究所(ATR)を 親

会社 とするATR自 動翻訳電話研究所において国の基

礎研究プロジェク トとして開始された.約30年 の時

を経て,著 者を含めて多くの研究者が研究に携わり,

現在,そ の研究は情報通信研究機構に継承 されて,

2020年 の東京オ リンピック,パ ラリンピックに向けて,

グローバル コミュニケーション計画のもと,さ らに実

用化が進められているところである.本 稿では,音 声

翻訳研究が越えてきた壁や今後越 えていかねばならな

い壁について紹介 したい.

 越えるべき1つ 目の壁は言語の壁である.世 界には

6000以 上の言語があると言われている.機械翻訳技術

はこれ らの言語の壁を越 える基本技術である.機 械翻

訳技術は2000年 頃から雑音のある通信路モデルに基

づく統計的モデル と最尤復号による翻訳方式と,大 規

模な単言語 コーパス,対 訳コーパスの収集によりパラ

ダイムシフ トを行って大きな性能向上を達成 し実用化

に近づいた.2010年 前後か らは深層 ・再帰型ニューラ

ルネッ トの再来により,さ らなる性能向上が達成され

ているところである.

 2つ 目の壁は,音 声翻訳の壁である.音 声翻訳を実

現するためには,口 語文,非 文,言 い間違い,そ して,

音声認識誤 りなどを含んだ認識結果テキス トを機械翻

訳する必要がある.こ の音声翻訳の壁を克服するため

に,3つ 目の壁,す なわち,音 声研究者 と言語研究者

が研究分野,基 礎知識,方 法論,価 値観の差を越えて

共同研究する必要がある.2000年 の統計的モデル,最

尤復号の基本的な考え方が普及 したことで音声研究者

と言語研究者の壁が低 くなった.最 近の分散表現や深

層 ・再帰型ニューラルネ ットは,さ らに壁を越える技

術とな りつつある.

 4つ 目の壁は実データの壁である.翻 訳対象となる

テキス トは分野によって語彙や表現が異なり,音 声と

しての表現や発話の丁寧さも異なる.プ ロ トタイプを

実アプ リケーションに適用,継続的にデータを収集 し,

統計モデルと自動学習を適用することにより大きな性

能改善が行える.

2.音 声 翻 訳 の 今 後 の 壁1

 音 声翻 訳 に は,音 声 を認 識,機 械 翻 訳 して テ キ ス ト

化 す る も の(Speech・to-text)と,音 声 合 成 ま で 行 う

(Speech・to・speech)が あ る. Speech・to・speechの 音 声

翻 訳 で は リアル タ イ ム 性 が 要 求 され る.5つ 目の壁 は,

リアル タ イ ム の壁 で あ る.旅 行 会 話 では 単 語 数 が 少 な

い発 話 が ほ とん どで あ り,そ れ ぞ れ の モ ジ ュー ル が 高

速 に 動 作 す れ ば,発 話 終 了 を待 って 音 声 翻 訳 を実 行 し

て も さ ほ ど問題 に は な らな い.し か し,一 発 話 が10

秒 に及 ぶ よ うな 講 演 な どの 発 話 では この 方 法 論 で は,

リア ル タイ ム 性 を担 保 で き な い.そ の た め,現 実 に は

人 間 の プ ロの 通 訳 者 は,高 度 な リアル タイ ム 通 訳 を行

って い る.プ ロの 通 訳 者 は,言 語 構 造 の 異 な りに 基 づ

い て 予 測,言 い 換 え,補 完 を行 いな が ら巧 み に 同 時 通

訳 を 行 う.こ の よ うな 通 訳 者 に迫 る音 声 翻 訳 技 術 の研

1著者の研究室では,5～7の 壁を越える技術の基礎研

究や,9つ 目の壁の中間言語統計翻訳について鋭意研

究を行っている.
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究が今後重要 となる.

 6つ 目の壁はテキス トの壁である.音 声翻訳は殆 ど

が リアルタイムの対面対話を前提 としており,非言語,

パラ言語(イ ン トネーション,強 調,感 情,個 人性)

の情報が意図の伝達に重要な役割を果たしている.テ

キス ト情報を越えてこれらの情報を抽出 ・保存 ・変換

していく技術が必要である.

 7つ 目の壁は文脈,対 話の壁である.旅 行対話を対

象にしたSpeech・to・speechの 音声翻訳では,一 発話に

対する音声翻訳では情報が不十分であり,文 脈を考慮

することが翻訳を正確に行 うために重要である.さ ら

に,一 発話を一連の 目的達成対話の一部 と位置づける

ことで,よ り正 しい音声翻訳が可能 となり得る.

 8つ 目は文化の壁である.文 中の単語,フ レーズに,

対象言語間で同じ概念があれば翻訳,な ければ説明翻

訳をしなければならない.ま た,言 語によっては言語

が混合 した文が頻出する言語 もある.

 最後の9つ 目の壁は実用化の壁である.4つ 目の実

データの壁を越 える技術が利用可能となってきたが,

実際の応用に適用 し,実 データを使って語彙や表現の

カバ レージを高める必要がある.また,音声認識性能,

機械翻訳性能だけでなく,ど のぐらい通 じたかとい う

最終的なシステム評価が重要である.ま た,対 訳文に

より翻訳対象言語対を増加させる方法は確立されっっ

あるが,実 際にどのように言語対を増や していくか,

対訳文が不足 している言語対に対する対処法について

も中間言語方式の考え方等を発展させる研究を進める

必要がある.

 音声翻訳の研究が始まって30年,音 声認識,音 声

合成,機 械翻訳の技術は長足の進歩を遂げ,ス マー ト

フォンの普及もあり,分 野を特定すれば,一 般の人が

日常生活で意識せずに使用するレベルに達 し,種 々の

サービスが出現 している.し かし,多 くの壁がいまだ

残 されている.2020年 を目指すだけでなく,2030年

に向け,残 る壁を克服する音声翻訳の研究開発 と実用

化の展開に期待する.
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第3回 ア ジア翻 訳 ワー ク シ ョ ップ(WAT2016)開 催 報 告

中澤 敏明  美野 秀弥  丁 塵辰

  JST      NICT     NICT

後藤 功雄

D

Graham Neubig  黒橋 禎 夫

   CMU     京都大学

1.は じ め に

 ア ジ ア 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ッ プ(Workshop on Asian

Translation, WAT)は ア ジ ア言 語 を 中 心 と した 評 価 型

機 械 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ で あ り、2014年 に 第1回

(WAT2014)が[1】 、2015年10月16日 に第2回

(WAT2015)が[2]、2016年12月12日 に第3回

(WAIT2016)が 開催 され た[3】。 WAT2016は 初 め て 国

際 会 議(Cohng2016)の 併 設 ワー ク シ ョップ と して 開

催 され 、機 械 翻 訳 評 価 に参 加 した 各 チ ー ム に よ る翻 訳

シ ステ ム の説 明 の ほ か 、機 械 翻 訳や ア ジア 言 語 処 理 に

関 す る 一 般 研 究 論 文 発 表 も 行 わ れ た 。 招 待 講 演 は

GoogleのSenior Engineering Managerで あ る賀 沢 秀

人 氏 に よ っ て行 われ 、100名 近 い 参加 者 が 集 ま り非 常

に盛 況 で あ っ た。

 WAT2016で 新 た に行 っ た こ とは 以 下 の こ とで あ る。

 ・日⇔ 英 の 特 許 文 翻 訳 サ ブ タ ス ク の追 加

 ・イ ン ドネ シア 語 ⇔ 英 語 の 新 聞 記 事 翻 訳 サ ブ タ ス ク

の追 加

 ・ヒ ンデ ィー 語 ⇔ 英 語 、 ヒン デ ィー語 ⇔ 日本 語 の 混

合 ドメイ ン翻 訳 サ プ タ ス クの 追加

 ・一般 研 究論 文 の 募 集

 ・自動 評 価 手 法 にAM・FMを 追加

 本 稿 で はWAT2016の 概 要 や 結 果 な どを ま とめ て報

告す る。 な お 評価 結 果 の 詳 細 や 各 参 加 チ ー ムの 翻 訳 シ

ス テ ム の 説 明 な どはWAT2016の ウェ ブサ イ トで確 認

す る こ とが で き る1。また 投 稿 され たす べ て の論 文 も同

ウ ェブ サ イ トで 公 開 され て い るの で、 参 考 に して い た

だ きた い2。

2.デ ー タ セ ッ ト

 WAT2016で はWAT2015に 引 き続 き、 ア ジア 学術

論 文 抜 粋 コー パ スASPEC3を 用 い た 日⇔ 英 、日⇔ 中 の

科 学 技 術 論 文 翻 訳 の ほ か 、特 許 庁 よ り提 供 され たJPO

特 許 対 訳 コー パ ス(JPO Patent Corpus, JPC)を 用 い

た 中 ⇔ 日、 韓 ⇔ 日の 特 許 文翻 訳 サ ブ タ ス ク を行 った 。

これ に加 え て 、新 た に以 下 のデ ー タ セ ッ トを利 用 した 。

 ・JPC(日 英)4

 ・BPPT Corpus5

 ・IIT Bombay English-Hindi Corpus

  (IITB-Corpus)s

 ・且血di・Japanese Corpus7

 JPCは 、2012年 と2013年 に公 開 され た 中 国語 と 日

本 語 の特 許 文 書 の 明 細 書(CJ)、 及 び2011年 、2012年 、

2013年 に公 開 され た 韓 国語 と 日本 語 の 特 許 文 書 の 明

細 書(KJ)の 対 訳 文 の 一 部 で あ る。 WAT2016で は 新 た

に 、2011年 、2012年 、2013年 に公 開 され た 英 語 と 日

本語 の 明細 書(EJ)の 対 訳 文 の一 部 が加 わ り、英 ⇔ 日の

特許 文翻 訳 サ ブ タ ス クが 追 加 され た 。JPCに 含 まれ る

分 野 の割 合 は 、化 学 、電気 、機 械 、物 理 がそ れ ぞ れ25%

ず っ で あ り、デ ー タ量 は 訓練 デ ー タ が100万 文 、開 発

デ ー タ、開 発試 験 デ ー タ、試 験 デ ー タ が それ ぞれ2000

文 ず つ で あ る。 各 対 訳 文 は 対 訳 特 許 文 書 か ら内 山 ・井

佐 原 の 方 法[4]に よ り対 訳 文 と して の 類 似 度 が 高 い順

に 自動 的 に 抽 出 され た もの で あ る。 ただ し試 験 デ ー タ

の み 人 手 で ス ク リー ニ ン グ を行 い 、対 訳 コー パ ス と し

て の 質 を 高 め て い る。

1 http//lotus
.kuee.kyoto-u.ac.jp/WAT/

2http//lotus
.kuee.kyoto・u.ac.jp/WAT/papers/WAT2016-

proceedings.pdf

a http//lotus
.kuee.kyoto・u.ac.jp/ASPEC/

9http//lotus
.kuee.kyoto・u.ac.jp/WAT/patent/

5 http:〃lotus .kuee.kyoto。u.ac.jpハVAT!bpPt・corpus(

6http:〃www .cfilt.iitb.ac.in/iitb _parallel/

7http:/notus
.kuee,kyoto・u.ac.jp!WAT!H血di・corpus/WAT2016・Ja-

Hi.zip
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  BPPT Corpus は Badan Pengkajian dan Penerapan

Teknologiの 研 究 グ ル ー プ に よ っ て構 築 され た イ ン ド

ネ シ ア 語 と英 語 の 新 聞 記 事 コ ー パ ス で あ る 。Antra

News Agencyの 新 聞 記 事 が 元 とな っ て お り、Finance,

International, Science and Technology, National, Sportsの

5分 野 か ら合 計5万 文 用 意 され て い る。 この デ ー タ を

利 用 して 、 イ ン ドネ シア 語 ⇔ 英 語 の 新 聞 記 事 翻訳 サ ブ

タ ス ク を行 った 。

 IITB-Corpus は Indian Institute of Technology

Bombayの 研 究 グル ー プ に よ って 構 築 され た コー パ ス

で あ り、様 々 な ドメイ ンの 対 訳 コー パ ス を寄 せ 集 め て

作 られ て い る。 この デ ー タ を利 用 して 、 ヒ ンデ ィー 語

⇔ 英 語 の 混 合 ドメイ ン翻 訳 サ ブ タ ス クを行 っ た。 同様

にHindi・Japanese Corpusも 様 々 なデ ー タ を寄 せ 集

め て作 られ てお り、 これ を利 用 した ヒ ンデ ィー 語 ⇔ 日

本 語 の 混 合 ドメイ ン翻 訳 サ ブ タ ス ク を行 っ た。 な お

Hindi・Japanese Corpusは 非 常 に小 規模 であ るた め、

この 対 訳 コーパ ス だ け で は機 械 翻 訳 精 度 の 向上 は難 し

い と思 われ る。WATで は提 供 して い る リソー ス 以外 の

もの を使 用 す る こ と も可能 で あ る た め 、例 え ばIITB・

Corpusを 使 っ た ヒン デ ィー語 → 英 語 の シ ステ ム と英

→ 日の シス テ ム を組 み 合 わせ て参 加 す る こ と も可能 で

あ る。

3.ベ ー ス ラ イ ン シ ス テ ム

 比 較 対 象 とな るベ ー ス ライ ン シス テ ム と して 、 ブ リ

ー ソフ トウ ェア の 統 計 的機 械 翻訳 ツー ルMoses
、市販

の ル ー ル ベ ー ス 翻 訳 ソ フ トウ ェア 、 オ ン ライ ン翻 訳 サ

ー ビス を用 い た
。 統 計 的機 械 翻訳 手 法 は フ レー ズベ ー

ス 、階層 フ レー ズベ ー ス 、String-to・Tree(日 英 、日中 、

ヒンデ ィー 英 、イ ン ドネ シア 英 の み)、Tree-to・String

(英 日、 中 日、 英 ヒ ンデ ィー 、 英 イ ン ドネ シア の み)

の4つ を 用 意 した。 各 翻 訳 手 法 の パ ラ メー タ設 定 な ど

は 、WATの ペ ー ジで公 開 され て い る8。 ル ー ル ベ ー ス

機 械 翻 訳 と してThe翻 訳V15(日 英 、英 日)、ATLAS

V14(日 英 、英 日)、PAT・Transer 2009(日 英 、英 日)、

8 http//lotus.kuee.kyoto-
u.ac.jp/WAT/baseline!baselineSystems.html

J北 京7(日 中 、中 日)、 蓬 莱2011(日 中 、中 日)、Jソ

ウル9(韓 日、日韓)、 高麗(韓 日、日韓)を 利 用 した 。

オ ン ライ ン 翻 訳 サ ー ビス と して はGoogle翻 訳 及 び

Billg翻 訳 を利 用 した。な お ル ー ル ベ ー ス機 械 翻 訳 及 び

オ ン ライ ン翻 訳 サ ー ビス の シス テ ムIDは 匿 名 化 され

て お り、 特 定 で きな い よ うに してい る。

4.翻 訳 評 価

 翻 訳 評 価 は 自動 評 価 と人 手 評 価 を行 い 、 人 手評 価 は

さ らに2つ の 方 法 で 行 った 。

4.1 自 動 評 価

 WATで は 自動評 価 サ ー バ ー を用 意 し、参加 チ ー ム が

機 械 翻 訳 結 果 の 自動 評 価 結 果 を い つ で も確 認 で き る よ

うに して い る。 自動 評 価 シ ス テ ム は ワー ク シ ョップ 終

了後 も利 用 可 能 で あ り、 引 き続 き翻 訳結 果 の 提 出 ・修

正 を 受 け 付 け て い る。

 自動 評 価 尺 度 と して はBLEU(5]、 RIBES[6】 及 び

AM・FM[7]を 用 い て い る。 AM・FMは 正確 さ と流 暢 さ

の 両 方 を 考 慮 した よ うな 評 価 手 法 で あ る。 日本 語 と 中

国語 に 関 して は 単 語 分 割 基 準 の 違 い に よ りス コア が 変

化 す るた め 、 い くつ か の 単 語 分 割 ツー ル を使 っ て翻 訳

結 果 を単 語 に 分 割 し、 そ れ ぞ れ の 基 準 で の ス コア を算

出 す る(詳 細 はWATの ウェ ブ サ イ ト9参照)。

4.2 人 手 評 価

 人 手 評 価 はWAT2015と 同 様 、 ク ラ ウ ドソー シ ン グ

に よ る一 対 評 価(Pairwise Crowdsourcing Evaluation)

と 特 許 庁 基 準 で の 専 門 家 に よ る 正 確 性 評 価(JPO

Adequacy Evaluation)の 二 段 階 で行 っ た。 ク ラ ウ ド

ソー シ ン グ評 価 は フ レー ズ ベ ー ス統 計 的 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム をベ ー ス ライ ン と して 、各 翻 訳 シ ステ ム の結 果 を

文 ご とに ベ ー ス ライ ン と一 対 比 較 し、そ の勝 敗 数 を ス

コア 化 す る こ とで行 う。WAT2016で は 各 文 ペ ア につ

き5名 の評 価 者 で 評価 を行 い 、評 価 対 象 シ ス テ ム の翻

訳 が ベ ー ス ライ ン よ りも 良 い とい う判 断 を+1、 悪 い と

い う判 断 を一1、同程 度 を0と した とき 、全 て の評 価 者

の判 断 を 足 し合 わせ た値 が+2以 上 とな れ ば 最 終 判 断

9 http:1几otus .kuee kyoto・u,ac.jp陥 丁1evaluation1

4



を勝 ち 、-2以 下 な らば負 け 、そ れ 以 外 な らば 同程 度 と

した。

 次 に 、 サ ブ タス ク ご とに ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 上

位3チ ー ムの 翻 訳 結 果 に対 して 、専 門家 に よ る評 価 を

行 っ た。 専 門 家 に よ る評 価 の 基 準 と して 、特 許 庁 が公

開 して い る 「特 許 文 献機 械 翻 訳 の 品 質 評 価 手 順 」10の中

の 「内 容 の伝 達 レベ ル の 評 価 」 に従 っ て行 っ た。 これ

は機 械 翻 訳 結 果 が 原 文 の 実 質 的 な内 容 を どの程 度 正確

に伝 達 して い るか を、 人 手 翻 訳 の 内 容 に照 ら して 、 下

記5段 階 の評 価 基 準 で 主観 的 に 評 価 す る も の で あ る 。

-5:す べ て の重 要 情 報 が正 確 に 伝 達 さ れ て い る
。

(100%)

-4:ほ とん どの重 要 情 報 は 正 確 に伝 達 され て い る
。

(80%～)

・3:半 分 以 上 の 重 要 情 報 は 正 確 に伝 達 され て い る
。

(50%～)

・2:い くつ か の 重 要 情 報 は 正 確 に伝 達 され て い る
。

(20%～)

・1:文 意 が わ か らな い
、 も し くは正 確 に伝 達 され て い

る重 要 情 報 は ほ とん どな い。(～20%)

 ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 はテ ス トセ ッ トの 中 か ら ラ

ン ダ ム に選 択 され た400文 を対 象 と してい るが 、内 容

の 伝 達 レベ ル の評 価 で は そ の うち の さ らに200文 に 対

象 を絞 っ て行 っ た。 ま た 内 容 の伝 達 レベ ル の 評 価 に お

い て は 、2名 の評 価 者 が独 立 に 評価 を行 な っ てい る。
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図1か ら図13に 各 サ ブ タ ス ク上 位 チ ー ム の 評 価 結

果 を示 す 。 左 側 の グ ラ フ は 内 容 の伝 達 レベ ル の評 価 結

果(Adequacy)で あ り、2名 の 評価 者 に よる評 価 結 果

の割 合 を示 して い る。 右 側 の グ ラ フは3種 類 の 自動評

価(BLEU、 RIBES、 AM・FM)と2種 類 の 人 手 評価

(Adequacy、 Pairwise)の 結 果 を ま と め た もの で あ

る。、全体 的 に 見 る と以 下 の よ うな傾 向 が あ る こ とが わ

か る。

・NMTは 日本 語 を含 む言 語 対 に お い て も有 効 で 、 従

来 のSMTよ りも高 精 度 で あ る

・日本語 「か ら」 の 翻 訳 よ りも、 日本 語 「へ 」 の 翻 訳

の 方 が精 度 が 高 い

・日⇔ 中 よ り も、 日⇔ 英 の 方 が 精 度 が 高 い

・韓 → 日特 許 翻 訳 の精 度 が最 も高 く、次 い で 日⇔ 英 特

許 翻 訳 の 精度 が 高 い が 、 日⇔ 中特 許 翻 訳 の精 度 は そ れ

ほ ど高 くは な い

な お 全 参 加 チ ー ム の 全 評 価 結 果 な ど は 【3]にま とめ ら

れ て い るの で 、 参 考 に して い た だ き たい 。
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5.参 加 チ ー ム リ ス ト

 表1にWAT2016に 翻 訳 結 果 を提 出 した チ ー ム と、

各 チー ム が参 加 した サ ブ タ ス ク の 一 覧 を示 す 。 国 外 か

ら4チ ー ム が 参加 し、 企 業 か ら3チ ー ム が 参加 した 。

ま た15チ ー ム 中8チ ー ム が 翻 訳 手 法 と してニ ュー ラ

ル ネ ッ トワー ク を利 用 して お り、 多 くの 場 合 非 常 に 良

い結 果 を残 して い る。

6.評 価結果

10

https//www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/tokkyohonyaku_hyou

ka.htm
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7.ま とめ と今 後 の展 望

  本稿ではWAT2016の 概要や結果などについて概説

した。15チ ームが参加 し、様々な手法での翻訳結果が

集まった。提出された翻訳結果は近日中に一般公開す

る予定である。

  WATは 今後も毎年開催する予定であ り、WAT2017

では新たな ドメインや新たな言語対の翻訳を行いたい

と考えている。
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表1:WAT2016に 翻訳結果 を提出 したチーム と参加 タスクー覧

チ ー ムID

bjtu _nlp

HER

IITB-EN-ID

IITP-MT

JAPIO

Kyoto-U

WAIST

NICT-2

ntt

Sense

TMU

TOKYOMT

UT-AKY

UT-KAY

WASUIPS

組織名

北京交通大学

Ehara NLP Research

Laboratory

Indian Institute of

Technology Bombay

Indian Institute of

Technology Patna

日本特許情報機構

京都大学

奈良先端科学技術大

学院大学

情報通信研究機構
NTTコ ミュ ニ ケー シ ョ

ン 科 学 基 礎研 究 所

ザ ー ル ラ ン ト大 学

首都大学東京

ウ ェブ リオ

東京大学

東京大学

早稲田大学

科学技術論文

JE

!

/

/

!

!

EJ

!

!

1

!

1

!

1

JC
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/
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/
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/
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!

/

!
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!
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JK KJ
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IE
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/
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/

Hi‐Ja

HJ

!

JN

7



ioox

蝋

80%

70%

鵬

50%

40%

3094

20%

ios6

脳

iOO%

90%

鵬

goes

60%

鵬

郡

蝋

20%

10;6

 a%

工oo%

90% `

鵬

70%

鵬

50%

酬

30%

zow

iogs

脳

 ASPEC噛!E兵doq"3cy Evコlua輔on Re5u髄5

轟     懸 、    u

                     麟

NMT l       NMT 2       SMT

                   図1:

 AsPEC噛 欝AdequaqダEvaluatlon薩e5u融x

       轟  議  轟

  き

  {

  ミ
  ミ

  ミ

・}

z}

現3}

肇4

 5

  {
  {

  }  ミ

  }

  }

 i

 z

彩3

馴4

躍5

5

4

M
ず
e
n
b
a
py
2

1

0

  ASPEC夙 塵E E讐aluat醒on Sumr轟ary o壱Top SVstorn5

              76.27    75.08
               ....           70.88

ヨ885        3828                $
8.75       59.59

                ....   3.193

                         難糞                      
z.oo 縣慧

               窪         b

                       is4'!'°

               ・       簸
                         簿憲

               趨、               難
、、 、、、           -

   NMT l      NMT 2       SMT

80

70

60Σ  吟

  くSO
N

  岩
  甚40き

  巴  ミ

30璽

  註

20漣

30

0

ASPEC・JE評 価 結果

NMT l     NMT 2     SMT      Online

                    図2:

  nsvec-」C Adequacy Eval"a雨㎝ ResU詮5

  zzs         腿

 「 藤、                      u.n            難簗糞

                      1:譲灘露.                      
雛蒙難

5

4

3
N
an
b
a
p
tl

N

.

.

0

  ASPEC-EI Evaluation Summary of Top Systems

   81.98
    ,          78,0S         フ8,43

4°18Ri.87  15.31

3.713,fi.433708--70.6T.73
.595

  zs

            "               .アS

          50   
,跨

           .主霧
糧Adequacy      ;、霧

職Vairwise      瀬
.             .雄

髪肌EU        鰯

 ROBES

lAM-FM   鱗
    凌皆劉特                      、、、献、                            m                   晒晒リド 'ドドド  ド

  NMT l    NMT 2     SMT     Online

90

80

70

  ミ
60遷

  N
50峯  魯

4°峯

・・讐

20As

10

0

ASPEC・EJ評 価結 果

NMT I NMT 2   SMT

図3:

 i

 z

毒3

糊4

 5

5

4

3
窪

3葦

2

1

n

  ASPE(・1C Eval賦ion Summary of了OP svstem5

    83.76             82.9J             82.09

      認6,33            罪5.47          、壽墾≡i.9フ                         
、、疇3

,875     冑                                  、;

     冑  3.630  、      1鑓

  8、フ5                ㍉・            ㌔㌔.
               湘
                一 一,.≫,.;4'_..__2.895

            6.Z5 離

               縫

    ・9蓼         .5箋         30

                      9 軽・ Adequacy

魏Tai…ise  、                                     }

系BしEU                 妻護

 R旧E5  ξ1}        ≡鱒
 AM-FM

   NMT l       NMT 2       SMT

ASPEC・JC評 価結果

90

80

フ0

  準
6・菱
  N  W
50°一゚

  雪

嘆
  x
3° 董

  ws20

io

O

8



100%

0

0

ア0%

0

5◎%

m

30%

zosb

ia%

 ox

  ASPEC-q Adequacy Evaluation Results

 25.,,...,         4           4.Z5

叢 徽裕 蓮
灘 霧鍵 難

 .

鄭

0

7095

0

50%

m

難

zoA6

10%

慨

 i

 z

鞍3

iq

鷺5

NMT l       NMT 2       NMT 3

                    図4:

  」PC曽jE Adequac▼Ev3噛ua師on Rosul電5

           鰯§      z                       蓼蕊

                     1灘

・

5

4

m
Ay
e
n
9

唱く
2

1

0

  ASPEC-G Evaluation Summary of Top Systems
     8ア,65               86.02            85.28

      28.59                 76
.55           ',476.08

3.940

          3.683          3.640   75

                        、oo    
、0嬬       725

    簾     ・3    &83
     、・           騰

繹Ad。qua、y            騨

藤Pヨ}rwise          ・灘          鍵

彫巳しEU       難       舞

 RIBES

 AM-FM  ,        鈎         繧鱗
     '「瀦                   ξ三

   NMT l          NMT 2          NMT 3

ASPEC・CJ評 価結果

 i

 z

労3

購4

醸5

NMT        Online        SMT

                     図5:

  JPC-EJ Adequacy Evaluation Results

                      4

5

4

3
亡
e
n
b
a
P
V
2

1

0

   JPC-JE Evaluation Summary of Top Systems

     852                          82
.44               8037

4.295
          4.工05

      鯛    6ア43.93° 66.75

   41.確 …

  i.so

           i  357T'〉!'     i  35.68

     幾    ・2      難
・Ad・qua噸          5・
麟Pai`wise

菰趾EU  薫                 :                          3':
1 R

ISES   〈                      〉.

 AM-FM  G
     、暖冑け、                                        、 、                                    1 、  、

   NMT        Online        SMT

工oo%

go% 畠

0

フ(》%

60%

黙

m

30%

zaw

ios6

 α%   「

JPC・JE評 価結果

SMT 1

 i

 z

灘3

 q

・5

NMT SMT 2

図6:

5

4

M
Ax
n
ba
py

2

1

0

   1PC-EJ Evaluation Summary of Top Systems

                          85、9工     83
.66          84.28

欄  
・・.864・9・ a、,26…53 F6.29

                         47.74

    40藤        39.a6         傭
             9.50             、   7

.7

                         臓  '

F・…嘲    菱  ・・難
蹴Palrwise                       概 1「

鞠 しEu  l               ・

 Rl巳εs   ・                       鷺                          嶽

 AM・FM                       ,
      冊㍗                 .….              照ヒヒヒ.ヒヒ.

   SMT l       NMT       SMT 2

JPC・EJ評 価結果

9

90

80

70

  華
60萎
  N

・。謹

、。書  婁

3°薯

20 儀

io

O

90

eo

70

  琴
60
  N

  W50 m  魯

嘆

・・蓬

z。 歪

10

0

90

80

70f

  ≡6°誉

・・塁

・・皇

Y

30

s
2°

10

0



100%

0

80%

ア0%

鵬

50%

40%

3094

zoo

 10%

 ox

100%

鄭

80%

70%

m

50%

4096

3096

zosb

iox

 O%

100%

鄭

8096

70% 「

60%

50%

0

30%

zox

10%

眠

  1PC-JC Adequacy Evaluation Results

11.75            三7

                       25.35

麓
            欝

                       1、螂
                      " さ

NMT        SMT I       SMT 2

                      図7:

  1PC-U Adequacy Evaluatlor. Results

Il.フ5        圭7         xs

婿    
v    灘萎

 i

 z

達3

7q

罷5

   5

   0

き
   3 '

装羅
z

き   
i

   O

ミ

ミ   _1

」PC・jC E鴨kla幡o瞬5u剛n3ry ofマop SV5tem5

     81.66

      湖鳴,15

3.250

   31.4磁{

      懸㌔

   NMT

OAdequacy 刎P乙「wise  奪BしεU

 RIBES   AM-fM

     81.ユ8

      お.工5

3.083

     藷     灘

   33・鰹

     羅
     慶羅
       「「P「・FP・

   SMT 1

NM丁        SM了i        SMT2

                      図8:

  」PC-K」AdeqロacサEua畳uat蚤on霞esult5

     79.38

      譲2.oo

Z.7S3

   31.〔曝'

      鱒

   z

   SMT 2

Σ
」
・W
tl
、桝
四
顛
一̀
、
3
四
'凶
、0
腸を

霜
色

81

0

60

40

20

0

0認

JPC-JC評 価 結果

 i

 z

彩3

繍4

鐘S

5

4

. M
en
b
ap
y

2

ユ

0

1PC-U Evaluatlort Summary of Top Systems

     84.53

      、羅4.93

3.d35

   9器.4

・Adequacy

凋Pa暉rWlse

狙LEU

 R畳雛S  '

 AM-FM
     1 鴨 鴨 鴨 鴨 鴨 鴨 鴨

   閥MT

JPC・CJ評 価 結 果

  ミ

     5

  1

ド
ll玄 ・

・・1喜

・・{《 ・

 5

     1

  1     
0

  {

     83.50             82.96

     麟       、5ユ2             73.99

3.235            3.228

   ゐ漉   鷺、穿
                ll

     棄ll     ・
      雛

      麓
      獣 毫

     ㌔

         「                              、"くく、、、

   $MT l       SMT 2

SMT 3 SMT 2  Online

図9:

   1PC・Kj Eva量 騒a"on Sunmr騰arv ofマOP Sサhems

4.fi20 94.21 4 .563 92.71                          9G,フ3
      86.37    箋  4・4Z8

                 '$1・8            謎988

   7°.3

      特、          623棄・、              ㍉

      1・      '華1≡     54:7$
      '                       七   π

                         硬Adequaくy

                ・             灘0訓「WISE

                         "`BLEU

                          R18E5

             1・            AM-FM  7                           
,

      ・}     .F    華1
     ・1賦                            '
     艶・売

      ● 崩                r                              ヒヒヒヒヒ "戸  戸   戸    「「「  戸                         rr r rr

   SMT 3       SMT 2       0nline

90

80

70華

・。ミ

som

  号
4°峯

・・誉

  2a20

io

O

JPC・KJ評 価結果

100

90

80

70

60

50

40

ao

zo

io

O

哩
、
切囚
め
聯̀
、⊃
固
一口
、
璽
回唇

層喝亀

10



100%

O

m

70%

0

蹄

40%

30%

zays

30%

ox

 .

m

80%

7096

0

黙

0

難

2096

io%

 ox

ユoo%

0

8096

フox

o

5096

40% 几

30%

zmc

iox

脳

  BPPT-EI Adequacy Evaluation Rewlts

 芝ε.25           2125

                      v,73

 2犠箔

           3難              '

                      職 藷

            灘  聾
                        霧

Online        SM丁i        SMT Z

                    図10:

  BPPT-IE Adequacy Evaluation Results

  嬬

            sas                      34

 鋸叢箔        認 ・「         '           蓑
炉.巧「

ヒ几詳冑                      ,                 ←

           顯          、

脚 滋琿 鎌「

          翻 錘          循 醐

Online        SMT l        SMT 2

                    図11

  11TBGEH Adequacy Evaluation Results

  6

 蕪鱒        25        2$、25

                      1 丁 { p  F

           翼蝋

           bb          繊

          難灘

          ' 懸

 Online        SMT l        SMT 2

                   図12:

 i

 z

a3

 4

獅5

 5

 4

 3

s
N

産z

書
(

 i

 O

 -1

BPPT-EI Evaluatlort Summary of Top Systems

魑591
,

8

M31瓦

745萎

5ア5

、

ま4

㌔

z r

}r

aChc0

口Adequacy  薦P議,「w■5e

 RIBES    AM-FM

腔BLEU

    80.ア1

      56.88

2.623

難
   SMT 1

    80.89

      55.6

2.273

諾
    了2

 -9.25

2
」
・5
「く
、
嶋旧
O
層鑑
/
H
a
le
、
蹴
署

爆6色

001

0m

60

40

20

O

0認

BPPTEI評 価結果

 i

 z

莞3

sq

翻5

   5

   4

   3

 己2
 雪 竃

 混1

   a

   y .

   -2

  BPPT-IE Evaluation Summary of Top Systems

    79.79             78.28             78.14

3025      6◎.フ3               56MIS  
-一_        :一..66J

         2.553                   2.415

    ユ零       25.62    
雛                22・2`

    ・      軍     難

   難_ ・・.. 盤_
   Online       SMT l        v1T 2

鷺Adequ遼cy  顧PalrWlΣe

 膨BしεU        RISES
                    -26.00  AM-FM

ioo

80

6・ 華

  ≡

、。 蓄

  雲
・・ 量

  誓
o 亙

一zo

-ao

:BPPTIE評 価結果

 i

 z

葦3

 4

 5

5

4

3la
tn
b
a
p
tl
2

1

O

IITBC-EH Evaluatlon Summary of Top Systems

     n.ce

       難707

  57,25

 3.36

・

     ]2

    、藝 ・・

    難.
   Onli閥

IITBC・EH評 価結 果

     ・7・器.。8  6&器73

               Adequacy

               7airwise

              範BしEU

2245 嚢 
2。65暇S

               AM-FM

      ㌔ 冑

    11.7至      13・7裏

、 灘 …,・ 灘
    SMT l       SMT 2

8°

70

6°f

::1

糧
2°s

10

0

11



100%

90%

80%

ア0%

60%

50%

m

3094

zogr,

 iosc

眺

Hi-la-Hl Adequacy Evalwtion Results

ヨ05
39:5

織5・

 i

 z

毎3

瞳4

 5

5

4

片聞
琿

3
M
a
n
b
a
p
y

2

1

縛ト」a.Hj Evaluat50n S"目魔「罰a「v of TOP sVster7博

2.13

     Sfi.51

       49.53

39.75

Online

{

        57.43

 Adequacy

懸Pairwise      群 46・S1

笏巳Lεu      …

 RIBES

 AM-FM

.

.孫

r
頃

顕

,

rご
亭

F

"

臨
4°mC0

2.003

3乃

SMT

図13:

7.81

0

60

50

w
a-w
v
、㈲
a
a
ia
/
n
3i
e
、O
盟
ヌ
と
傷
巳

40

Pm

20

io

Hi・Ja・HJ評 価 結 果

SMT

0

12



一
                アジア太平洋機械翻訳協会

  交流会

報告者:目 次 由美子

  編集委員会

こ の度 、 ア ジ ア太 平洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT;

Asia-Pacific Association for Machine Translation)に よ っ

て 、機 械 翻 訳 の現 状 把 握 や 会 員 同 士 の 交 流 を 目的 と し

た 「AAMT交 流 会 」 が 開催 され た。

【日時 】2017年2月2日(木) 15:00～19:30

【会 場 】ITソ フ トウ ェア 健 保 会 館 ・会 議 室(大 久保)

【プ ロ グ ラ ム 】

1 講 演 会

1.1ご 挨 拶:長 尾 真

   (AAMT初 代 会 長 、 国際 高等 研 究所 所 長)

1.2小 講 演 会

  モデ レー タ:中 岩 浩 巳

   (AAMT会 長 、 IAMT会 長 、 名 古屋 大 学 、

   JTF監 事)

 登壇 者:

  ・長瀬 友 樹

   (AAMT課 題 調 査 委 員 会 委 員 長 、

   株 式 会 社 富 士 通研 究所)

  ・須 藤 克 仁

 (AAMTIJapio特 許翻訳研究会 副委員長、

 日本電信電話株式会社

 コミュニケーション科学基礎研究所)

・河野 弘毅

 (AAMT編 集委員、ポス トエデ ィット東京、

 JTF広 報委員長)

・井佐原 均

 (AAMT元 会長、豊橋技術科学大学)

・中澤 敏明

  (WAr、 科学技術振興機構)

1.3質 疑応答

2 交流会

L1ご 挨拶

長尾 真

AAMT初 代会長、国際高等研究所 所長

 AAMT創 設の目的の1つ には、機械翻訳システムの

開発者や翻訳に従事する企業が交流 し、 日本の産業を

発展させることがある。AAMT総 会は毎年開催されて

いるが、会員同士によるさらに自由で深い交流を図り、

日本における機械翻訳の展開を効率化させるためにも、

国際的な発展も鑑み、初めての試み としてこの交流会

を開催することになった。

 機械翻訳の研究・開発は1960年 代に開始されて以降、

継続されているが、利用者の信頼を得 られているとは
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言 えな か った 。こ こ2、3年 は 深 層 学 習 を取 り入 れ た機

械 翻 訳 シ ステ ム が 推 進 され 、 翻 訳 会 社 で の 利 用 に お い

て も高 い満 足 度 が 得 られ 、効 率化 に も結 び つ い て い る。

一 般 ユ ー ザ が多 言 語 の 機 械 翻 訳 を利 用 す る こ と も今 や

現 実的 で あ り、開 発 者 と利 用 者 の 間 の ギ ャ ップ は著 し

く狭 ま っ て い る。

 しか しな が ら、深 層 学 習 を 取 り入 れ た機 械 翻 訳 も 「完

全 無 欠 」 とは い え な い。 専門 性 や 文 脈 へ の 対応 な ど、

対 策 を 講 じ る必 要性 も見受 け られ る。 辞 書 や コ ーパ ス

な どの 共 有 も必 要 で あ り、LREC Conferences(the

International Conference on Language Resources and

Evaluation)やTAUS (Translation Automation User

Society)な ど、 国 際 的 な 活動 と と もに 日本 で の 取 り組

み も進 め られ て い る。

ま た 、2020年 東 京 オ リン ピ ック を 目指 して 、機 械 翻 訳

を経 由 した サ イ バ ー フ ィ ジカ ル シス テ ムの 必 要性 が感

じ られ る。 これ には 利 用 者 個 人 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ドを

蓄 積 し、活 用す る とい った 需 要 が 伴 う。 た と えば 介 護

ロボ ッ トの活 躍 に も同 様 の ニ ー ズ が 感 じられ るが 、 そ

の 一 方 で機 密 性 は も ち ろん 、 取 り組 む べ き課 題 は多 く

あ る。

AAMT事 務 局 の 努 力 もあ っ て 開催 す る今 回 の よ うな

交 流会 が 開催 され た 。 参 加 者 の 皆 様 に は 、ぜ ひ 積 極 的

な 意 見 交換 も して い た だ きた い。

2.1小 講 演 会

  モ デ レー タ:

  中岩 浩 巳

  AAMT会 長 、 IAMT会 長 、名 古 屋 大 学 、 JTF監 事

 講 演 会 の 開 催 に あた って 、中岩 氏 か らAAMTと い う

組 織 につ いて の 紹 介 が あ っ た。 翻 訳 技 術 の 開発 側 と利

用 側 が情 報 交 換 な どをす る 日本 で唯 一 の機 械 翻 訳 に 関

す る翻 訳 業 界 を横 断 す る組 織 で あ る こ と、機 械 翻 訳 国

際 連 盟(lntemational Association for MT:IAMT)が 抱

え る3つ の 地 域 組 織(AMTA:ア メ リカ 、 EAMT:ヨ

ー ロ ッパ
、AAMT:ア ジア 太 平 洋)の1つ で あ る こ と

が紹 介 され た。 また 、 昨今 の深 層 学 習 技 術 の 導 入 に よ

る機 械 翻 訳 の 技 術 お よび 品 質 向 上 が もた ら した 最 新 動

向 を 共 有 す る機 会 を増 や す 目的 で 、AAMT総 会 とは別

に この 交 流 会 を企 画 した こ と を述 べ た 。さ らに 、AAMT

に 対 す る要 望 を会 員 か ら直 接 聞 きた い と も考 え て い る。

商用機会翻訳の過去 ・現在 ・未来

～開発メーカの視点から～

長瀬 友樹

AAMT課 題調査委員会 委員長、

株式会社 富士通研究所

難 囎 難 ・・

   ・㌦ド ㌦2∴   ρ
曝

            羅          
曳議

、

 富士通に入社して以来、機械翻訳および関連ツール

に従事してきた長瀬氏による開発メーカの視点での発

表内容であり、利用ユーザの見方とは相違があるかも

しれないと言及した上で講演を開始した。

灘
「商 用 翻 訳 ソ フ ト開 発 の 歩 み 」 と題 され た 最 初 の ス ラ

イ ドで は 、1980年 初 頭 のMuプ ロ ジェ ク トやWindows

95の リ リー ス な どに も言 及 し、2000年 に公 開 され た

「無 償 の 翻 訳 サ ー ビス 」、2007年 に 登 場 した 「携 帯 バ

ン ドル の ス タ ン ドア ロ ン型 翻 訳 」 も紹 介 され 、機 械 翻
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訳の小型化、低価格化、高速化、高精度化、音声連携

を含むサー ビスの多様化について言及された。

 そして、機械翻訳に関連する技術の歩みも紹介され

た。

商用翻訳ソフト開発の歩み く }螺 灘1

【技 術 】     1コ ーパスベース翻訳1

    用例へ旭ス翻訳、続野 的翻駅 蕪 モ=ラ惣 ネツト翻 曹

機械翻訳の適用対象   、  晦

         本命 はこれから
要
求
品
質

が
高

い

1ル ー♪レベース鋼譲}

   蕊 津轡・
蔑灘融鍛

驚叢鶴  毒
幽鰍部陶

驚難繭親溺

【翻訳精度】
今が熱い

、'〆第 一 次成 長期 停滞期

鵬

澱シうユー
讐一

通訳

翫罫. 闘暉國騨
細

ビジネスレター、  Webバ ジ
う宅表資科.諭 文   特許.マニュアル

    新聞・雑蕊
    屋外のサでン

,医 痕 ・轡付 病標.dl＼
'小 亮.売 り場 、含訓   、

、 交過:ヲ!ア ・・一内 、駅構内 '
、、 切符 売n場  ,'

メ_」レ煎 冒 一 一

IM翻 訳、 Lynζ翻訳

淘外 旅行

… 第二次成長期

1995年 頃 に はWindows向 け の機 械 翻 訳 シス テ ムが ユ

ー ザ に とっ て は使 い勝 手 が 良 い こ とか ら人 気 を 博 した
。

その 頃 か ら投 資 の対 象 が翻 訳 エ ン ジ ン か ら周 辺機 能 開

発 に重 点 が移 り、結 果 と してパ ッケ ー ジ商 品 市 場 が 大

き く伸 張 した。2000年 頃 に は 売 切型 商 品 に 替 わ りク ラ

ウ ドシ ステ ム の市 場 が成 長 し、 現在 は サ ー ビス 型 製 品

が注 目を浴 び て い る。 つ ま り機 械 翻 訳 は エ ン ジ ンの み

で は な く 、総 合 力 と して評 価 され て い る とい え る。

 イ ン ター ネ ッ トの普 及 に伴 っ て 売 切 型 パ ッケ ー ジ商

品 は2000年 当 初 に ピー ク を迎 え た。 しか し、無 料 翻 訳

サイ トの サー ビス が 開 始 され た こ とや 、 価 格破 壊 も手

伝 っ てパ ッケ ー ジ 市場 は縮 小 を 余儀 な く され た 。2000

年 当時 に20以 上 存在 した 翻 訳 ベ ンダ の 多 くは 撤 退 し

た。 現 在 、 クラ ウ ドサ ー ビス は 増 え て は い るが 、 市 場

全 体 で 見 る と ピー ク 時 に届 い て は い な い 。

霧霧灘 醗醜 交雛   鋤 一灘ン敏 懲

        リアルタイム性が畠い

 これ らの新 しいターゲッ トに対 しては、対象言語や

適用対象 ごとに莫大な工数を要するエンジン開発とい

う共通の課題はあるが、国家プロジェク トの活用や、

深層学習による翻訳精度の飛躍的な向上もあ り、産業

翻訳の下訳に活用され るとい う期待が大きくある。

 3年 後、オ リンピックが東京で開催 される2020年 と

いう未来へ向けて、多言語翻訳技術で実現できうるこ

ととして、以下の3点 が挙げられた。

・あらゆる外国語情報を母語で読める1書ける

・人手翻訳に近い下訳を自動で作れる

・シーンに最適化 された音声翻訳が使える

これ らを実現するためには、翻訳エンジンでの文脈処

理技術の向上や、適用シーンでの要件の把握、対訳デ

ータ(コ ーパス)を 収集するなどの課題がある
。

とはいえ、長瀬氏は機械翻訳の未来は明るいと考えて

おり、開発者 と利用者が相互に協力 し、より良いもの

を創っていきましょうと呼びかけて講演を終えた。

 現 在 の課 題 と して は 、 産 業 翻 訳 で の利 用 には 到 達 し

て い な い とい う事 実 が あ る 。 しか しな が ら、 機 械 翻 訳

が活 用 され て い る 事例 もあ る。無 料Webサ イ トや 、 自

治体 な どの ホ ー ム ペ ー ジ、 ま た 特 許 に 関 連 す るデ ー タ

ベ ー ス検 索 の 言語 横 断 検 索 な どが これ に 該 当す る。

さ らに 、2020年 の 東 京 オ リン ピ ッ ク に 向 け 、コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン 支援 とい う機 械 翻 訳 の 新 た な 需 要 も起 き て

い る。
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統計的機械翻訳の技術解説を含む機械翻訳の現状

須藤 克仁

AAMT/Japio特 許翻訳研究会 副委員長、

日本電信電話株式会社

コミュニケーション科学基礎研究所

よって構文情報を考慮 し、たとえば 「名詞句である」

などの判断を伴 う流暢な高い精度の訳出がもたらされ

た。とはいえ自動構文解析に誤 りが発生 している可能

性があったり、句のつなが りの悪 さを回避することも

容易ではなく、2010年 頃まで停滞した。

鐡灘'

麟

 ここまでの例では英 日翻訳を見てきたが、日本語か

ら英語への翻訳においては「事前並べ替え」(語順変換)

が多用されている旨も須藤氏は紹介 した。

事前並べ替え
       籔㍑繍 隔窩蹴κ   , 照,

 日本語は左から右へ係る

__鷲_

 ま ず 、 統 計 的 機 械 翻 訳 (Statistical Machine

Translation:SMT)を き わ め て ざ っ く り 示 す た め 、 須

藤 氏 は 下 図 の ス ラ イ ドを 示 し た 。

は じめ に 縞 驚.

C語 は コミュニ ケー ション の 道 具 で ある

英語は左→右も左←右もある

languageI IisI lal ImeansI IofI Icommunication

英 語 を す べ て左 か ら右 に 係 る よ うに 変 換 す る

C::SK? 「「T::::F瀬 ・F隔F, P融 冑

language  communication of   meanS  IS

翼面目に言えば
「『要素合成原理』 に基づ く方法」

 SMTで は膨 大 な 対 訳 デ ー タか ら 「翻 訳 の 断片 」 を学

習 し、そ れ を組 み 合 わせ て 「統 計 モ デ ル 」 を作 り、 確

立 の高 い も の を利 用す る。た とえ ば 「just」とい う英 単

語 につ い て 、「だ け 」と和 訳 す る確 立 が 高 そ うだ と して

も 、単 語 レベ ル で は 最 適 な 訳 を 選 択 す る こ とは 難 しい。

2000年 当初 、 「句 に基 づ く訳 出」 が 考 慮 され る よ うに

な る と、 「is just a」 で 「に過 ぎ な い」 と流 暢 な和 訳 が

もた ら され る。 た だ し、 この 「句 」 とい うの は 「文 法

的 な意 味 で の句 」では な く 、「な ん とな く機 械 的 に切 り

分 け た 単位 」 で あ り、句 ど う しのつ なが りが 悪 く、結

果 と して流 暢 さが損 な われ る こ とも あ る。

 さ らに 、2000年 初 頭 に は 、文 法 的 な知 識 を活 用す る

べ く、「構 文」に 基 づ く訳 出 が 推 進 され た。構 文 解 析 に

 こ の技 術 は特 に2005年 頃 か ら使 用 され 、良 好 な 結 果

を も た ら して い る。

 よ り良 い翻 訳 を も た らす た め に は 、 対訳 デ ー タ の 質

と量 が求 め られ る。SMTの チ ュ ー ニ ン グ を実 現 す るた

め の ポイ ン トと して 、分 野 に特 化 した 対 訳 デ ー タの 重

要 性 が指 摘 され た。 ま た 、確 率 に 基 づ くSMTで は 、

実 は 「辞 書 」 の 活 用 が難 しい 点 も言 及 され た。

 SMTの 成熟期と考えられる2013年 に、特許文書を

対象 とした英 日翻訳での機械翻訳の評価が実施された

際、300万 の対訳データで学習 させた 「SMT+語 順変

換」が1位 と評 された。ルールベース機械翻訳(RBMT)

よりも良質であるという、インパク トの大きな評価を

得 られた。

 機械翻訳の発展は、そのテクノロジーを 「翻訳支援」

の現場にも波及 させ、特にアメリカやヨーロッパでは

活躍の場が設けられている。EU議 事録は機械翻訳を

利用して欧州言語間の翻訳がなされてお り、対訳デー
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タの収集、MTエ ンジンの向上、チューニングの機会

の豊富さが伺 える。

 さらに、本質的な問題として機械翻訳の品質評価の

正当性や、SMTと 深層学習との違いについても言及さ

れた。また、「事前並べ替え」をしてから深層学習を適

用 したところ芳 しくない結果が得 られたことから、今

後は従来の技術が活用できないのではという可能性に

ついても紹介された。

翻訳者の世界に入ってきているMTシ ステム

河野 弘毅

AAMT編 集委員、ポス トエディット東京、

JTF広 報委員長

3. 一般顧客にフォーカス

  翻訳業界に馴染みのない一般顧客が使いやすいサ

  ー ビスを提供する

  例:ヤ ラクゼン

 2016年11月 に サー ビス が 開 始 され たGNMT(Google

Neural Machine Translation、 Googleニ ュー ラル機 械 翻

訳)は 、 日本 の翻 訳 業 界 に も衝 撃 を もた ら し、 そ の 品

質 の 高 さ に 関す る ロコ ミ情 報 が イ ン ター ネ ッ ト上 で も

拡 散 して い る。 一般 顧 客 か ら翻 訳 会 社 へ も 「Google翻

訳 」 を利 用 す る こ とや 、価 格 ・ス ピー ドへ の 対応 が求

め られ る こ とが あ る。 翻 訳 業 界 で の 最新 状 況 につ い て

は 、 河 野 氏 自身 が 編 集 長 を 務 め るJTFジ ャー ナ ル で

2017年3月14月 号 、5月16月 号 と2号 に わ た っ て特 集

記 事 を掲 載 す る予 定 で あ る。

 MTシ ステ ム を導 入 す る場 合 、1990年 以 前 は 専 用 シ

ステ ムの 導 入 に約700万 円 を 要 した。2000年 以降 に な

る と、機 械 翻 訳 の パ ソケー ジ ソフ トを約15万 円 で購 入

で き る よ うに な っ た。2012年 以 降 、 今 やcAr1TMsに

組 み 込 まれ 、 無料 で利 用 で き るMTシ ス テ ム もあ る。

 翻 訳 業 界 に 従 事 す る 河 野 氏 は 、まず 、「翻 訳 支援 」と、

機 械 翻 訳 が もた らす 「自動 翻 訳 」との 違 い を指 摘 した 。

さ らに 、機 械 翻訳 が利 用 され るア プ ロー チ と して、 以

下 の3つ を紹 介 した。

1.翻 訳 業 界 に フ ォ ー カ ス

  CAr!TMSツ ー ル ベ ン ダ

  翻 訳 支援 ツ ー ル に 機 械 翻 訳 を機 能 の1つ と して も

  た せ る

  例:SDL社Trados

X CAT:Computer-Aided Translation tool

  翻 訳 支 援 ッー ル

  TMS:Translation Management System

  翻 訳 管 理 シス テ ム

z. 大 手 顧 客 に フ ォー カ ス

  顧 客 専 用 の 翻 訳 支 援 シ ス テ ム を提 供 す る

  例:㈱ み ら い翻 訳

 河 野氏 は 、 翻訳 支援 ツー ル と機 械 翻 訳 エ ン ジン を組

み合 わせ て使 用 す る こ とが 最 近 の トレン ドと考 え て い

る。 つ ま り、CAT/TMSか らAPI経 由 でMTを 呼 び 出

して 活 用 す る 。WebやAPIを 利 用 す る こ とか ら、 MT

エ ン ジ ンの選 択 ・切 り替 え も容 易 に実 行 で き る とい っ

た利 点 もあ る。

 深 層 学 習 テ ク ノ ロ ジ ー を 利 用 す るNMT(Neural

Machine Translation、ニ ュー ラル 機 械 翻 訳)に つ い て は 、

生 成 され た 翻 訳 をそ の ま ま顧 客 へ 納 品 で き る状 態 には

到 達 して いな い と指 摘 。MTが 生 成 す る翻 訳 の 品 質 は 、

分 野 、業 務 内 容 、使 用 ソフ ト、 運 用 方法 な どに よ っ て

大 き な ば らっ き が 見 られ る。

 そ して 、河 野 氏 は次 頁 の模 式 図 を 示 した。
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納品できる訳文の晶質

襯t隷 笛瀕繋磯 震

派 こ乳を上露侮ライン磯

 今径の凹訳搬捲・麓訳

臓立

題讐網薩

の業獅

するのが

機械翻訳を使ってもらうプロジェク ト

井佐原 均

AAMT元 会長、豊橋技術科学大学

 顧客へ納品できる翻訳の生成を実現するには、文脈

を考慮 し、専門性を理解 し、また、個別のニーズを満

たす必要があり、この溝を埋めるのは当面人間の仕事

である。河野氏は、今後、MTの 進化によっては需要

が変わるであろうとも言及 した。

 さ らに 、コー パ スの 必 要 性 につ い て も指 摘 が あ った 。

MTエ ン ジ ンを 開発 す る側 と利 用 す る側 で 、 蓄積 され

る コー パ ス を 「使 い 回す 」 こ とでMTシ ス テ ム は さ ら

に 進化 を遂 げ る で あ ろ う。

 河野氏は、史上初の有人飛行に成功 した後に苦悩 し

たライ ト兄弟に言及 し、GNMTの 登場は確かに衝撃で

はあるが、世界にとってもそれを受けての今後が重要

であり、楽 しみであるとして講演を締めくくった。

D

、
●

膨託幅
働

レ

."11

 講演の冒頭、井佐原氏は、機械翻訳システムを開発

する側でもなく、利用する側でもな く、多様なユーザ

に使用してもらうようアピールする立場での講演であ

ると説明 した。そ して、日本が産業界で国際的な競争

力を強化するには、取扱説明書などの 「産業文書」を

多言語化する必要があると指摘 した。機械翻訳の利用

において情報を受信する側は自らが知 りたい情報に関

するテキス トを読み、理解できれば十分であるが、情

報を発信する側はきわめて高い精度の訳文を必要 とし

ている。

 従来、英 日翻訳においては比較的良質な品質を得ら

れてきたが、日英翻訳においては非常に難 しく、要求

される翻訳水準を実現するには、情報発信用の機械翻

訳システムを構築 し、これを利用するための環境を整

備する必要がある。井佐原氏はすでに同様の説明を複

数の企業等に対して実施 し、機械翻訳エンジンを改善

するために翻訳データを提供 してもらうなどの協力を

得て、プロジェク トを推進 している。

 た とえば井佐原氏が勤務する豊橋技術科学大学に近

い愛知県の自動車関連企業の協力を得て、文書作成に

関する共同プロジェク トを推進 し、EMArの 会議で発

表 した。同様に、航空産業に関しては航空会社との共

同研究の成果についてAMTAの 会議で発表 した。さら

に、数多 くの企業が参加するTAUSで はコーパスの共

有が実現できている旨も指摘 した。
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 2020年 に東 京 で開 催 され る オ リン ピ ック を鑑 み 、同

様 に 企 業 を引 きつ け る こ とが で き るの で は な い か と、

観 光 分 野 に 着 眼 した 。 た と えば 日本 中の 小 規 模 な旅 館

の デ ー タ を共 有 す る こ とで機 械 翻 訳 の 性 能 を 向上 させ 、

海 外 か らの旅 行 者 を増 加 させ る こ と を提 案 して い る。

海 外 か らの 「見 え る化 」 の 重 要 性 、 汎 用 的 なMTシ ス

テ ム に よ る精 度 の 低 さ、HT(Human Translation、 人 間

翻 訳)の コ ス トとス ピー ドな どの 課題 も指 摘 した 上 で、

「地 域 情 報 翻 訳 」 の 目標 と して リア ル タイ ム で の細 か

な 情 報 発 信 が 紹 介 され た 。 た と えば 誰 か の プ ロ グ 投稿

に よ って 、 日本 の 意 外 な場 所 が 観 光 ス ポ ッ トと して 人

気 を博 す こ とが あ る。 そ の よ うな情 報 発 信 を 目指 して

い る。

機械翻訳の精度向上については、特に日本語から英語

への翻訳の難 しさが指摘され、対訳データを収集する

重要性が繰 り返 して言及された。

うに後編集する研究を行ってきた。

 さらに、井佐原氏は直近の機械翻訳の精度について、

NMTの 性能についても、日本の地名に関する興味深い

例を示 した。NMTが 生成する訳出は流暢 さが高く評価

される一方、著 しい誤訳や訳の欠落が発生することが

ある。今後の課題 として、対策が求められるであろう

と指摘 した。これにはもちろん対訳データの重要性と、

辞書を含む対訳データの利用法が挙げられた。

 また、文ではなく文書の翻訳の重要性についても紹

介された。たとえば、「奈良時代」を 「八世紀」として

訳す、カナダ向けには 「カナダの木材が使用 されてい

る」 とい う補足を含む といったチューニングを実社会

で使用できる環境を整備することが可能であろうとの

こと。

 3月 に開催される産業 日本語 シンポジウムでも、同

様の講義 を行 う予定であるとのことである。

壽
野

繍
MTの 評価

一WAT2016の 結果か らわかること一

中澤 敏明

WAr、 科学技術振興機構

藁

F

機械翻訳の品質を向上させるには、翻訳前、翻訳中、

翻訳後にチャンスがあるとのこと。翻訳会社などで受

領 した翻訳対象テキス トを変更することは現実的に困

難であろうと指摘 した上で、情報発信を目的としたテ

キス ト作成であれば入力文を制御できる可能性がある

と指摘。MTエ ンジンの品質向上は、対訳データの集

積によって可能である。後編集は翻訳会社が取 り組め

るところであり、豊橋科学技術大学では大学のWebサ

イ トのテキス トを対象に、機械翻訳の出力を留学生に

よってボランティアベースでクラウドソーシングのよ

醜
蟻轟

欝

 中 澤氏 が オ ー ガ ナ イ ザ を勤 め るWAr(Workshop on

Asian Translation)で は 、ア ジ ア言 語 を中 心 と した機 械

翻訳 評 価 ワー ク シ ョップ を2014年 か ら開催 して い る。

WATの 活 動 内容 はす べ てWebサ イ ト
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(hun k・臨kue駄 、曳、ω一U.Ji「W:aT;)に 掲 載 さ れ て い

る。 「WAT2016翻 訳 タ ス ク」 で は 、 イ ン ドネ シア 語 と

英 語 の 双 方 向 の 新 聞 記 事 の 翻 訳 や 、 日英 、 日中 、 日韓

国 の三 組 双 方 向 の 特 許 翻 訳 な どに 取 り組 ん で い る。 東

京 大 学 、京都 大 学 、NICT、 Japioな ど約15チ ー ムが 翻

訳 タ ス ク に参 加 して い る。

 まず 、中 澤 氏 は 「脱 線 情 報 」 と しなが らも 、SMTと

NMTの 違 い を 紹 介 した。 た とえ ばNMTに は 「フ レー

ズ テ ー ブル 」 とい う概 念 は 存在 しな い。 ま た 、SMTは

入 力 文 を 単 語(句)単 位 で置 き換 え て訳 出す る の に 対

し、NMTは 入 力 文 を 見 な が ら訳 文 を作 り出す 。 NMT

は トレー ニ ン グモ デル に は な い文 章 で も翻 訳 で き て し

ま うが 、 現 状 と して 入 力 文 を過 不足 な くカ バ ー して 翻

訳 す る こ とは で きな い。 い つ翻 訳 が 終 了す るか も不 明

で あ り、制御 は で き な い。 さ らに 、NMTは 入 力 文 と訳

文 以 外 は す べ て 数 値 計 算 の み で動 い て い る。

Attention-based Neural MachineTranslation
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そ して 、現 状 のNMTの 枠 組 み で は 、指 定 部 分 を指 定

訳 にす る な ど、SMTで 培 っ て き た よ うな前 処 理 ・後 処

理 を実 行 で き な い。NMTの モ デ ル の トレー ニ ン グに は

長 時 間 を要 す る た め 、GPUが 必須 と され る。 ま た 、使

用 す る対 訳 コー パ ス に よ って パ フ ォー マ ン ス を最 適 化

す る た め の設 定 が ま った く異 な り、初 期 パ ラ メー タは

無 作 為 に設 定 され る た め、 同 じ対 訳 デ ー タで 同 じ設 定

で トレー ニ ン グ を実 行 して も、 最 終 的 に出 力 され る翻

訳 の精 度 は大 き く異 な る。

 この 情 報 を 踏 ま え、WAT2016で の 翻 訳 評 価 方 法 が紹

介 され た 。

 自動 評 価 で は 、BLEU、 RIBES、 AM-FM[Banchs+.

2015】を利 用 して お り、参 加 者 が翻 訳 結 果 を提 出す る と、

自動 的 に評 価 が 自動 評 価 サ ー バ ー に て実 行 され 、結 果

はWebで 公 開 され る。

 人 手 評 価 で は 、以 下 の 二 段 階 の 評 価 を 実施 して い る。

1. 一 対 比較 評 価

  ・各 シ ス テ ム の翻 訳 結 果 を ベ ー ス ライ ン と1文 ず

  つ を 比較 し、勝 敗 を ス コア化 。

  ・テ ス トセ ッ トの うち400文 を 評価 対 象 とす る。

  ・5人 の評 価 者(ク ラ ウ ドソー シ ン グ な どで依 頼)

  が 文 ご とにベ ー ス ラ イ ン に 対 して 、 良 い(+1)、

  同 じ(0)、 悪 い(・1)を 評 価 。

  ・5人 の 評 価 を合 計 し、 ベ ー ス ライ ンに 対 して 、

  良 い(+2)、 悪 い(-2)、 同 じ(良 い ・悪 い 以 外)

  と判 定。

  ・最 終 的 な ス コア を算 出す る計 算 式:

  Pairwise Score=ioo×(月 券数 一負 数)1400

※ この 結 果 、各 言 語 対 で 上 位3シ ステ ム を対 象 に

  して 次 の 評 価 を実 行 。

2. 特 許 庁 が 公 開 して い る特 許 文 献 機 械 翻 訳 の 品質 評

  価 手 順 の うち 「内容 の伝 達 レベ ル の評 価 」 を 、 プ

  ロの 翻 訳 者 に依 頼 して 実施 して い る。

    内容の伝達レベルの評価

・一 対評価 対象 文のうちの200文 を評価

・2人 の評 価者 が文 ごとに特 許庁の 基準 により評価

悉

4

3

免4

 
糞

愈慰の震翼燈無が箪鷺 叢稼遷き薦ている。1韮α職

騒とんどの霊蔓情報は疋礎に伝達されている。(80%一一)

欝5蓑魔 像驚饗噸;壌 漣き撫ても㍉6。邸 一1

いくつかの霊要欄 戯 繕 二伝遼されてし・る.{Z慨 一}

黛鷺欝撒 癌蒙雛嚢縫欝鍵≡
獲微楼簸叢雛 鑑鱒叢嚢嚢繋轍 謙 乏醸 塗賎 醗 灘1

 噸 ゴ酌w岡po 901繭 騨ou語WC斜 ◎uaellokky(dnnyaku_h脚.胤

 続 い て 、Webサ イ トで も公 開 され て い る翻 訳 タス ク

の評 価 結 果 が棒 グ ラ フ と して表 示 され た。 結 果 で は 、

チー ム名 は伏 せ られ て い る が 、使 用 して い るMTシ ス
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テ ム は明 示 され て お り、NMTの 品 質 の 良 さが 目立 つ 結

果 とな っ て い る。

 さ ら に2015年 と2016年 の科 学 技 術 論 文 の 日英 ・英

日お よび 日中 ・中 日の評 価 を 並 べ て 表 示 し、 い ず れ も

BLEUス コア は向 上 して い る の に対 し、 人 手翻 訳 評 価

が低 下 して い る こ とを指 摘 。 これ は 、BLEUス コア で

は把 握 しきれ な い事 項 を 示 して い るの か 、RBMTに 対

す るBLEUの 正確 性 の 欠 如 を 示 して い るの で は な い か

と指 摘 。また 、NMTで は訳 抜 け が 発 生 す る こ と も要 因

で あ ろ うとの こ とで あ る。

 加 えて 、具 体 的 な訳 文 が 例 示 され 、SMTに て 高 評 価

で あ りな が らNMTで は 低 評 価 にな った 例 、 NMTで も

評 価 が低 か っ た例 が 示 され た。

 評価結果から分かることとして、NMTの アジア言語

での有効性、訳文の流暢さが指摘されながらも、訳抜

けなど正確性には課題がある旨が言及された。また、

課題への対策はすでに提案され始めているものの、決

定的な手法は依然 として提示されていない。

 特に、NMTに おける制御不可能な点については、利

用開始を推奨できない理由でもある。ただ し、NMT

は市場に紹介 されてからまだ二年程度であることを考

慮すると、今後の進化にも期待できる。GNMTの 品質

が良好であるのは、対訳データの膨大さも伺えるとの

こと。

Q1. MTで は欠如する主語や文脈を加味 して意訳す

  ることはできないとい う現状がある。「意訳を必要

  とす る文書」の受注頻度 ・割合について、翻訳案

  件を受注する側の状況を知 りたい。

A1・1.直 訳でも意訳でもクレームを受けることがあ り、

  顧客 ごとのニーズに応 えることが重要。

Al-2.意 訳の必要性は文芸翻訳では伺えるが、産業翻

  訳での需要は低い。意思決定者に対する説得力が

  重要なマーケティング文書にも、NMTは 流暢さを

  伴 う翻訳をもたらしている印象を受けている。た

  だし、「熱い」ではなく 「温かい」と訳すような、

  人間の感情に訴えかけるような作業の必要性 もあ

  り、翻訳業界が行 うべき業務と考えている。

   また、翻訳会社からの視点として、実務翻訳者

  によるMTの 活用度を把握 しかねるとい う課題を

  指摘 したい。翻訳者が安全にMTを 利用して生産

  性や品質を向上させ るのは芳 しいことではあるが、

  コス トに反映 させ る必要も発生する。(G)NMTの

  利用をベンチマークできるような取 り組みをする

  企業や、アカデ ミアの協力を歓迎する。

Al-3. HTが 必要な分野としてスピーチや挨拶文書が

  挙げられる。 ウェブで公開される流麗な訳文が必

  要とされる文書もある一方、誤訳なく意咲が伝わ

  る程度の訳文に対するニーズも増えている。品質

  とコス ト、顧客のニーズを考慮 し、翻訳会社 とし

  ても重点を検討する必要性を感 じている。

L3質 疑応答

 翻訳業界で求められる気の利いた機械翻訳の需要や、

NMTに 対する翻訳会社からの高い評価、対訳データを

収集するための取 り組み、NMT・RBMT・SMTと の使

い分けについてなど、熱心な質疑応答が取 り交わされ

た。

 回答は必ずしも講演者によるものではなく、本交流

会の出席者の中で、業界の最新事情に明るいエキスパ

ー トからも提供された。

灘韓 鐵
   照隅撃 戴、

羅 蕪蕪羅蒙諜蓑嚢難驚瓢蓬毒 葦難

一
伊

噸

F

       灘 雛灘

饗響
嘱  ㍍

灘辱㌔
 4繭颪錨 ア

21



Q2.産 業ビジネスで使用す るコーパスを共有する動

  きについて、最新状況を知 りたい。

A2-1 コーパス共有へ向けての地道な活動を継続す

  るも、データの欠乏に驚くことさえある。TAUS

  によるコーパス共有の可能性 も感 じるが、日本で

  のハー ドルの高さも否定できない。MT利 用や コ

  ーパス共有の価値が理解されることにより、企業

  などからのコーパス提供につながる可能性を感 じ

  ている。

A2・2 コーパス収集について政府関係機関と共に検

  討 している。膨大な量のコーパスを集積 し、優れ

  た自動翻訳システムを使用することを目指 してい

  る。文脈に関する課題などについては、基礎研究

  から抜本的に取 り組むべきと考えている。

  AIに ついても、知財の観点も伴って、データを集

  積できるよう関連省庁 と協議を推進 しつつある。

A2-3 NMTの 出現により、産業翻訳の取 り組み方に

  も変化が見られるだろうと予想 している。私見で

  はあるが、NMTの 訳出精度を始点とした翻訳支援

  や最終アウトプッ ト作成のための方向性を、ツー

  ルベンダを含む翻訳業界と共に探 る必要性を感 じ

  ている。

  はSMTの 一種とも言える。 NMTの ように情報理

  論的な抽象化での進行の必然性も伺える。翻訳メ

  モ リとの組み合わせで適切な翻訳が提供 されるの

  であれば、NMTの 不要性も否めない。個人的には、

  翻訳モデルを決定すること自体が困難 と感 じてい

  る。

A3-2 RBMTとSMTの 使い分けは暫定的に継続する

  と感 じている。それぞれに特長 と欠点がある。

  RBMTは 流暢 さを欠如 しても、 NMTの ように誤

  訳はもたらさない。両者の長所 を活用 し、ユーザ

  のニーズに合わせた提案をベンダができるのでは

  ないかと考えている。

A3-3 AAMTで 従来取り組んできた用語データの標

  準化はRBMTを 対象 としてきたが、 NMT結 果を

  チェックする用途にも活用できる。この旨は今後、

  公式な場で発表する予定である。

終 わ りに

AAMT交 流 会 の終 わ りに 、中 岩 会 長 よ り2017年9月

18～22日 に名 古 屋 大 学 で 開催 され るMT Summit XVI

につ いて の 紹 介 が あ っ た。AAMT会 員 に 限 定 せず 、積

極 的 な参 加 が 望 まれ る。

サ豪
  ・冷誘
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交流会

交流会にも多 くの参加があり、一般参加者による

スピーチなども行われ、きわめて友好的な交流の

場 となり、閉場まで参加者各位による熱心な議論

が伺えた。

Q3.ル ー ル ベ ー ス(RBMT)、 統 計ベ ー ス(SMT)、 ニ

  ュー ラル(SMT)の 今 後 の方 向性 は?

A3-1 良 い 質 問 で あ る が 、回答 に は とて も 困 る。 自分

  の 立場 で はRBMTに 関 す る発 言 が 難 しい 。 NMT
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一
                 機 械 翻 訳 事 始 め[IX]

     坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 今回は、特許庁を中心に行われた総合調査について、

昭和60年 度～63年 度(1985～89)に 行われた特許関

連の情報に関する 「日英自動翻訳システムに関する総

合的調査」について、報告書Pに 基づいて、その概要

を報告 します。

1.は じめ に 〔研究協力]

八ッ橋 武明 研究企画室 主任研究員

小泉 則彰 技術政策研究グループ 主任

     研究員

前間 孝則 第1研 究部門 主任研究員

太田 究三郎 第一研究部門 研究員

清水 房子  第一研究部門 研究員

佐和田芳郎 京都大学/教 育学部 助手

 この研究は、財団法人 未来工学研究所に設置され

ましたプロジェク トを中心に調査が行われました。 2.調 査研究の 目的

プロジェク トのメンバー

[自動翻訳システム調査研究委員会]

 委員長 草薙 裕

    筑波大学/文 芸 ・言語学系

委員

            教授

坂本 義行

工業技術院/電 子技術総合研究所

      主任研究官

野村 浩郷

九州工業大学/情 報工学部 教授

荻野 綱男

筑波大学/文 芸 ・言語学系 講師

嶋田 祐輔 (財)日本特許情報機構/シ ス

      テム部 部長

福田 光男

(株)特許デイタセンター/技 術情報部 部長

内田 裕士

(株)富士通研究所/ソ フトウェア部 部長代理

[未来工学研究所]

    西澤 利夫 技術政策研究グループ 主任

          研究員(主 幹)

 特許情報の国際的流通の必要性が論 じられ る中、

我が国では公開特許の一部について英文抄録 を作成

し、海外の要求に応 えていくうえで作業量とコス ト

の問題が看過できなくなってきている。翻訳業務に

おける要員確保 を容易にし、人件費その他のコス ト

の上昇を緩和す るために、早期に対策を講 じる必要

がある。また、特許情報 とともに、我が国の実用新案

についてもその技術内容の紹介への要望 も高まって

きており、何 らかの対応が早急に必要になっている。

 一方、近年、機械翻訳システムの開発が進展 し、実

用に耐える能力を示すよ うになってきた。 このよう

な情勢のもと、昭和60年 度以来、特許庁では公開特

許抄録の翻訳実験、導入波及効果の分析、日本語ガイ

ドラインの策定や コス ト評価等、特許分野への機械

翻訳 システム導入について、課題の抽出 ・整理 ・対処

方策の検討をすすめてきた。これ らの成果を受けて、

昭和63年 度には実用新案書誌データの機械翻訳に焦

点を置き、特許 ・実用新案情報の機械翻訳の実システ

ムの課題 と展望を検討 した。
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3.調 査研究の方法

 本調査では公開特許抄録の翻訳実験、波及効果の分

析、日本語ガイ ドラインの策定やコス ト評価を行い、

特許分野への機械翻訳システム導入について、その課

題の中執 ・整理 ・対処方策の検討をすすめてきた。 し

か し、機械翻訳システムのための専門用語辞書の問題

は未解決のまま残されており、後編集 コス トとの関係

で辞書構築の範囲を明らかにすることがテーマのひと

つになっている。一方、特許庁の政策課題として、「実

用新案書誌」の翻訳がクローズ ・アップされている。

そこで、機械翻訳の導入が最も近いと思われる実用新

案書誌について、辞書の問題 に留意 しつつ、機械翻訳

導入の展望 と課題について詳細に検討することにした。

動翻訳システムの導入のあるべき姿、その課題に

ついて総合的に検討する。

委託元

特許庁

委託先

側う未来工学研究所

自動翻訳システム

調査研究委員会

参加 メーカー

(富士通職 ㊨

図1. 調査研究体制図

① 自動翻訳用辞書整備におけるター ミノロジーの検

 討

 複合語が容易に創出されることは 日本語の特徴で

 ある。 これは概念の創発にとって有利な条件であ

 るが、語彙管理上は問題がある。このため、辞書管

 理の観点から未登録語の抽出実験を行い、登録に

 ついて検討する。

② 実用新案書誌データ等の 自動翻訳の実証調査

1)機 械翻訳実験:実 際の運用における機械翻訳の

  問題点を洗い出すため、実用新案書誌 の翻訳実

  験を行 う。また複合語 を中心 とす る語彙登録が

  どこまで必要か、またコス ト的に許 され るかを、

  後編集作業 との関係 で分析する。

2)ワ ークステーシ ョン翻訳試行:コ ンピュータ技

  術の高度化に伴い、機械翻訳の システムの ワー

  クステーシ ョン搭載可能になっている。そ こで、

  昭和61年 度の翻訳実験で用いた と特許抄録 に

  より、ワー クステー ション上の翻訳 システムの

  性能確認を行 う。

③ 特許 自動翻訳システムの基本構想と将来展望

 過去3か 年の調査と本年度の実用新案書誌データ

 翻訳実験の結果を踏まえて、特許情報分野への自

4.特 許 自動翻訳システムの将来構想

4.1知 的所有権をめぐる国際動向 と機械翻訳

(1)国 際動向と特許行政の課題

 最近、日本の技術水準向上と国際的な技術交流 ・協

力の高ま りの中で、海外諸国に 日本の技術情報を要望

する声が高まっている。 しか し、言語上の障害が我が

国の国際的技術交流を大きく妨げている。特許の分野

では公開広報抄録の7割 が英語に翻訳 されているのみ

であ り、経済摩擦の進行のもとで、このままでは今後、

国際交流上さらに大きい問題が惹起される可能性が強

い。

 他方、近年の情報処理技術の発展には目覚ましいも

のがあり、日本語 ・英語間の機械翻訳については、実

用システムが開発 ・市販される段階に到達 している。

さらに、その高度化には多様な挑戦がなされてお り、

相当な困難が予想されるものの、機械翻訳の有効性は

今後徐々に増大するものと思われる。このような背景

のもとに、特許庁では特許情報分野への日英機械翻訳

の導入の可能性を考慮 し、そのためのシステム評価と

導入方法の検討を開始するに至っている。

 ここで、現行特許制度の直面する大きな課題 として

次の2点 を指摘することができる。まず第1に 近年の
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出願件数の増加である。現在のペースで出願が増大 し、

それにつれて審査請求件数が増えていくと、迅速 ・的

確な権利設定が不可能になる。現在、特許庁では、約

900名 の審査官によって、特許、実用新案あわせて年

間50万 件の出願処理を行ってお り、処理に要する期

間は平均2.5年 である。 しか し、特許庁では処理する

期間がさらに長期化するものと予測 している。

 特許制度の第2の 大きな課題 は、国際間の特許摩擦

への対応である。1980年 代以降、世界経済の回復と、

それにも拘わらず改善の進 まない雇用情勢や構造不況

産業の増大、貿易不均衡などを背景に各国で保護主義

的風潮が高ま り、貿易摩擦、経済摩擦が激化 している。

一方
、1970年 代年代後半以降、先端技術開発が急速な

進展をみせ、世界経済におけるそのウヱイ トの増大が

激 しい国際競争を引き起こすようになってお り、ここ

に工業所有権に関する国際的摩擦、いわゆる特許摩擦

が顕在化 してきた。

 このような情勢に鑑み、特許庁ではいくつもの総合

的施策を展開しつつある。まず第1は いわゆるペーパ

ー レス計画の推進である。ペーパー レスシステムは、

特許庁への全出願書類ならびに審査に必要な資料をす

べてコンピュータファイル化 し、また、事務処理、審

査 ・審判、広報発行等の各事務システムを統合 して効

率的な運用を図るものである。ペーパー レスシステム

により特許庁各部署での審査 ・審判の高度化 ・効率化

は言 うまでもなく、社会的な情報インフラ整備や出願

企業の情報通信システム装備を前提に、出願者の特許

情報管理技術、ひいては国際的企業競争力の向上が可

能となる。

 総合的施策の第2は 各国の特許制度が有機的に機能

する国際的枠組みの樹立である。このため、特許庁で

は国際間の特許制度及び運用の調和や開発途上国の特

許整備協力に意をつ くしてきた。 しかし、特許摩擦の

中には互いの国の特許制度 ・運用の相違の他、総合の

理解不足に基づくものも多い。我が国は各国工業所有

権制度の調和を主張し、また日米貿易委員会では、米

国国際貿易委員会(ITC)の 調査は日米の先端技術

交流を阻害 しかねない との懸念を表明してきてもいる。

 いわゆる日米欧の三極特許協力では各国間での共同

プロジェク トが推進されている。 とくに、コンピュー

タシステムの開発等で成果が上がってお り、現在は次

のものが進行中である。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

特許出願処理の研究

特許バックファイル交換

電子データ交換の標準

化学データの標準化

自動化サーチ手法

分類システムの相関関係

特許サーチ結果の交換

特許情報の交換

特許情報普及のガイ ドライン

特許運用の調和(ハ ーモナイゼーション)

自動翻訳

 わが国にとって、特許制度の国際化の問題は、制度

の問題 と相互理解の不足との二重の課題である。特に

後者については、わが国の特許情報の国際的流通の促

進が大きな課題になっている。その意味でも、1985年

の東京会合で 「自動翻訳」がプロジェク トとして採択

されたことは特筆に値する。

 総合的施策として、最後に以上の各施策を可能にし、

総合的な特許行政高度化をあるための特許法制度の全

般的見直 しがある。すでに特許庁は一般会計から特別

会計に移行 したほか、一定件数までの緊急審査の導入、

出願における複数発明記述の許可、(財)日 本特許情報

機構(JAPIO)の 発足や(財)工 業所有権協カセ

ンター(IPCC)の 設立等、外郭団体の整備統合も

すすめられている。本件「特許自動翻訳システム導入」

の推進も特許情報システムの整備 ・拡充の動きの一環

といえる。

(2)特 許 自動翻訳システムの展開

as



 特許 自動翻訳システムは広汎な展開を示す可能性が

ある。その第一は明細書全文翻訳への機械翻訳の適用

である。国際的な技術開発競争の激化に伴い、外国へ

の特許出願は今後ますます増大することが予想 される。

機械翻訳システムの辞書が英抄翻訳の実施を通 して各

分野に充実してゆけば、その利用は大いに考えられて

よい。権利設定を目的とする特許文の翻訳が、 リーズ

ナブルな程度の前編集 ・後編集で可能 となるかどうか

がポイン トであろう。

 第2の 可能性として、パーパー レスシステムとの連

動を前提に、英文のフレキシブルテキス トデーターベ

ース(FDB)の 構築が考えられる。ペーパー レスシ

ステム稼働下であらゆる出願書類が磁気媒体で提出さ

れるとすれば、それ自体で 日本語FDBと なるが、機

械翻訳により、さらにその英語版が生成されるわけで

ある。 これが海外の特許審査における、あるいは海外

の出願人にとってのわが国の開発技術の公知性を高め

る役割を果たす ことは明らかである。また外国出願に

直結 しない以上、必ず しも厳密な翻訳でなくても良く、

この点でも機械翻訳が適合する可能性がある。一方で、

キーワー ドの利用による技術解析手法も長足の進歩を

とげており、英文FDBの 外国との相互交換は世界的

な技術水準向上に資するものとなるであろう。

 第3の 可能性 として、機械翻訳の実施経験が、現在、

特許庁で研究されている出願の自動分類 ・自動解析シ

ステムの開発に貢献しうることがあげられる。機械翻

訳技術は高度な意味処理の取 り組みの方向に向かって

いるが特許文への現行機械翻訳技術の適用から、特許

文特有の意味処理の課題が抽出される可能性がある。

 最後に、特許分野における大規模な機械翻訳採用が

機械翻訳技術全体の開発に貢献しうることを指摘 しな

ければならない。機械翻訳は一定の水準での実用化を

実現 しつつ、一方で大きな発展の余地を残 してもいる。

特許分野は、そのマーケットとしての巨大 さゆえ、こ

の技術体系の成熟に大いに貢献しうるが、逆に技術の

成熟によって特許分野が得るものも、そしてその社会

的波及効果も大きい。 ここでは、機械翻訳システムの

「技術 としての可能性」をふまえっつ、社会的に可能

な投資の範囲を見極めていくことが重要であろう。

4.2特 許総合情報システムの将来像

(1)特 許情報システムの現状と動向

 1990年10月 に予定されている特許庁ペーパー レス

システムの本格稼働に伴い、従来ペーパーベースで処

理されていた受付から審査までの一連の事務処理が合

理化される。最終的には、電子出願 システムの定着に

より、受付 ・審査 ・公開といった一連の特許業務が基

本的に全面機械化される方向にあり、情報管理 ・審査

業務に関する業務の効率化が実現 されるものと思われ

る。

 しかし、 トータルな特許業務 としては、まだいくつ

かの課題が残 されている。たとえば審査業務の遂行上

必要 となる各種分類コー ド付与業務、欧米諸国への情

報公開に関する業務については現状では手作業で行わ

れており、これ らの効率化を目的とした機械化の検討

が急務 となっている。欧米からの情報公開要求への対

応にも、今後 さらに迅速化が求められることが予想 さ

れる。 この点で機械翻訳システムの果たす役割は大き

い。

(2)AIシ ス テ ム の機 能

 この よ うに 、 特 許 庁 の トー タル シス テ ム と して は 、

受付 、 審 査 業務 の シス テ ム 化 以 外 に 分 類 コー ド付 与 、

翻 訳 、情 報 公 開等 を含 め た 総 合 的 な シス テ ム の 果 た す

役割 は 大 きい。

a.分 類コー ド自動付与システム

 個々の出願に対して国際特許分類で定められた分類

コー ドを付与する業務は、受付と審査業務の中間に位

置しているが、現状では人手によって行われてお り、

今後の出願数の増加による負担の増大を考慮すると、

何らかの機械化処置が模索されるべきである。 しか し
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本業務には専門的な知識 ・経験が必要であり、これを

カバーす るシステムは、現在は存在 しない。

 しかしながら、概念に関する知識情報処理について

は日本電子化辞書研究所(EDR)は じめいくつかの

プロジェク トで基礎研究がすすんでお り、たとえばE

DRの 「概念辞書」にあたるものが全特許分野で構築

され るとすれば、自然言語処理とくに構文解析技術の

適用によって、人間の判断に近い分類システムが構築

され る可能性がある。

され る。 出願 書 類 は 「分 類 コー ド自動 付 与 シ ステ ム」

に よ りコー ドが 与 え られ 、 抄 録 は機 械 翻 訳 され る。 こ

の 際 、機 械 翻 訳 と分 類 コー ド付 与 は 、共 通 の 自然 言 語

処 理 シ ステ ムや 専 門 用 語 辞 書 に サ ポ ー トされ る。 出願

書 類 と抄 録 類 はデ ー タベ ー ス化 され 、AIシ ステ ム内

の 情 報 検 索 シ ステ ムか らの 検 索 を行 う。 そ の 際 、 与 え

られ た 分 類 コー ドや キー ワー ドが検 索 の 重 要 な手 が か

りとな る。

(4)特 許総合情報システムの長期的スケジュール

b.特 許 自動 翻 訳 シ ス テ ム

 特 許 自動 翻 訳 シス テ ムは 、 磁 気 媒 体 化 され た特 許 文

書 を 入 力 と して 日英 翻 訳 を行 うもの で あ り、ペ ー パ ー

レス シス テ ム の サ ブ シ ステ ム と して 位 置 づ け られ うる。

しか し、機 械 翻 訳 シス テ ム と しては 、① 後 編 集 等 を含

む 運 用 体 制 の 整備 、② 辞 書 等 の シ ス テ ム環 境 の整 備 と

い っ た 翻 訳 シ ステ ム固 有 の 運 用 条 件 が必 要 とな り、 さ

らに③ 翻 訳 結 果 の 管 理 、④ 情 報 公 開 機 能(対 外 的 な 情

報 公 開 を 支 援 す る情 報 検 索 サ ー ビ ス等)に 関 して も考

慮 して い か な けれ ば な らな い。

 こ れ ら の 業 務 シ ス テ ムAI (Artificial

Intelligence)的 な要 素 が 強 く、ペ ーパ ー レス シス テ

ム とは 基 本 的 に 目的 ・守 備 範 囲 が異 な っ て い る と考 え

られ るた め、 基 幹 シ ステ ム との デ ー タ連 携 を 密 に しつ

つ も独 立 した シ ステ ム と して構 築 す べ き で あ ろ う。 す

なわ ち、 バ ックエ ン ドシ ス テ ム と して の 特 許AIシ ス

テ ム で あ る。

(3)特 許総合情報システムの トータルビジョン

 図2は 、特許総合情報システムにおけるAIシ ステ

ムの位置づけ、分類 コー ド自動付与システムと機械翻

訳システムの機能関連を図示 したものである。機能 ビ

ジョンは次のとおりである。

 まず、出願書類はペーパーレスシステムに電子的に

受け入れ られる。ペーパーレスシステム上での一連の

審査過程 と並行して、特許抄録や実用新案書誌が作成

 図3は 、特許総合情報システムの長期的スケジュー

ルを示 したものである。仮に1989年 度を第0年 度と

すれば、1995年 度 ごろには機械翻訳システムを含む、

特許総合情報システムの本格稼働が期待される。

4.3将 来へ の課題

 汎用コンピュータ向け機械翻訳システムは、商用化

されてわずか数年である。各メーカーで開発が本格化

したのは1980年 ごろと思われる。今後10年 を考える

と、システムの発展には相当のものが予想される。10

年後、仮に現在とは比較にならない高度な処理が可能

になっているとすれば、翻訳 コス トの削減、前編集 ・

後編集コス トの削減が大きく期待 されよう。外国への

特許出願支援等におけるマーケッ トの拡大もありうる。

もちろん機械翻訳は商用システムとして稼働 しつつも

いまだ開発途上にあり、可動部分を活用しつつ、社会

的に可能な投資がさらに続けられることが必要である。

 機械翻訳システムは、自然言語処理という人工知能

技術の最先端に深い連関を持ってお り、わが国の、さ

らには全世界の技術開発の最先端の課題に挑戦するも

のである。 この観点からすれば、わが国の民間企業の

共同事業として特許自動翻訳に対応 したほ うがよいと

も考えられる。また、辞書の構築についてもメーカー

の共同事業とし行ない うる可能性が大きい。

 機械翻訳システムの市場開拓や、その効用を最大限
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に発揮させるとの観点から、機械翻訳のための新たな

中核的組織を設立することや、あるいは既存の組織 ・

団体を活用すること、さらには民間企業に業務を委託

することなども考えられる、いずれの場合も、その公

共的価値の巨大さ等の点から、国と民間との協力が必

要 とされよう。たとえば、特許抄録の 日英自動翻訳シ

ステムが十分な辞書を伴って完成するとすれば、次の

ような各種の市場開拓が可能 となる。

①

②

③

④

⑤

⑥

明細書全文の翻訳

英抄データベース、英文フルテキス トデータベ

ースの リリース

自動分類 ・自動解析システム開発

翻訳 ノウハウを活用する外国出願コンサルティ

ング

特許関係以外の科学技術文献の日英反訳

辞書サー ビス

 海外からの要望が高まっている実用新案書誌の翻訳

については、本調査によって明らかなになったように、

現段階から十分に機械翻訳システムの実稼働に移るこ

とができよう。

【参考文献】

1)財 団法人 未来工学研究所:日 英 自動翻訳システ

 ムに関する総合調査IV平 成元年3月.
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【特許庁 】

出願人

  特許 ・実用新案出願

  (電子出願)

ペ ーパ ー レス システ ム

特許AIシ ステム

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

出願書類

盲旦

特許抄録

実用新案書誌

分類 コー ド

自動付与シ

ステム

辞書

且
機械翻訳

システム

自:然言語処理: 構文解析機能等

英文

特許抄録

実用新案書誌

        国内外通信ネットワーク

図1 特許 総合情報 システ ム概念 図
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システム 期

1.特 許 自動翻訳 システム

2.分 類 コー ド自動 付 与 シス テ ム

0 1 2 3 4 5 6 7

図2 特許情報総合システム長期的スケジュール
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p,AMT会 員 の ひ ろぼ

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提供 す るべ く ス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば」、会 員 の 皆 さま の ご助 力 を い た だ きま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 十 九回 を迎 え る こ とが で き

ま した。 今 号 で は 、 法 人 会 員 一 社 か らの ご寄 稿 をい た だ いて お ります 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い ただ き ま した。

A.AMT Journalで は今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を心 よ りお待 ち して お りま す。

 ご 寄稿 ・お 問 い 合 わせ はAAMT事 務 局(E・mai1:AAMT・infb@AAMT,info)ま で宜 し くお 願 い い た します 。

法 人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

株 式 会 社 ホ ン ヤ ク出版 社 /Honyaku Shuppan-sha Ltd.

https://www. honyaku‐shuppan‐sha. co. jp/

【東 京 本 社 】  〒160-0003東 京 都 新 宿 区本 塩 町14-9あ を ば ビル

【名 古 屋 事 務 所 】 〒453-0014愛 知 県 名 古 屋 市 中村 区則 武1-10-6側 島 第1ビ ル

【岐 阜 事 務 所 】 〒504-0814岐 阜 県 各 務 原 市 蘇 原 興 亜 町1-17-1川 協研 修 セ ンタ ー3F

自己紹介

 弊 社 は1957年 の創 業 以 来 、翻 訳 業 界 の 草分 け と して 事 業 展 開 して 参 りま した 。 特 に航 空機 、 自動 車 、建 機 等 の

取扱 説 明 書や 整備 解 説 書 を数 多 く手 が けて お ります 。

 創 業 の き っ か け とな っ た の はF-86の ドキ ュ メ ン ト翻 訳 で す 。F-86(愛 称:ハ チ ロ ク)は 初代 ブル ー イ ンパ ル ス

で お な じみ で す が 、1964年 の東 京 オ リン ピ ッ クで 五 輪 旗 を大 空 に描 い た こ とで も 有名 です 。 今 日で は英 文 の ま ま

運 用 され る こ と が 多 い の で す が 、 当時 は ま だ英 文 を読 む こ との で き な い パ イ ロ ッ トや 整備 員 の 方 々 も多 か っ たた

め 、 翻 訳 とい う形 で お 手 伝 い させ て頂 き ま した。 ま た 、 この 頃 に は 日本初 の 国 産 旅 客 機YS-11の 日本 語 版 、英 語

版 、 ス ペ イ ン語 版 の ドキ ュ メ ン ト製 作 に も参 画 し、微 力 な が ら 日本 の 産 業 発 展 に 尽 力 して参 りま した 。

 そ の 後 、 自動 車 、機 械 、 電 子 ・電 気 、通 信 機 器 な ど 、 日本 を代 表 とす る産 業 メ ー カ ー 様 の ドキ ュ メ ン トの 翻 訳

や テ クニ カ ル ライ テ ィ ン グ、 電 子 文 書 作 成 を60年 に わ た り積 み 重 ね 、 ノ ウハ ウ を磨 い て参 りま した 。 現在 は 、大

規 模 な シス テ ム 導 入 が 難 しい お 客 様 に 対 し、 弊 社 の ノ ウハ ウを 活 か し、 お 客 様 の ニ ー ズ にマ ッチ した ソ リュー シ

ョン を ご提 供 して い ま す 。 ま た 、 実際 に ドキ ュ メ ン トを お使 い に な る方 の 視 点 に 立 ち 、『わ か りや す さ』『伝 わ り

や す さ』 を絶 えず 追 及 しな が ら、紙 媒 体 に と ど ま らず 、 ア ニ メー シ ョンや 映 像 、音 声 、CGな どの デ ジタル コン テ

ン ツ を活 用 し、 お 客 様 の 情 報 発 信 をお 手伝 い して お ります 。
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 ちな み に 弊 社 の 『せ い さ く』 は 『製 作 』 を指 します 。 一 般 的 に ドキ ュ メ ン トを作 成 す る場 合 、『制 作』 を使 い ま

す が 、弊 社 が携 わ っ て き た 多 くの マ ニ ュア ル は 製 品 の一 部(部 品)で あ る た め 、『制 作 』 で は な く、『製 作 』 と し

て とら え 、お 客 様 の 製 品 の 一 部 を 製 作 して い る とい う気 持 ちで 取 り組 ん で お ります 。

MT/翻 訳 とのかかわ り

MTお よび翻訳業界に期待 す ること

 弊社はマニュアル製作会社として、原稿作成から翻訳、編集、印刷 ・製本までをワンス トップで行っています。

マニュアル製作の効率化、高品質化をしていく中で人工知能の活用にも取り組んでお り、弊社のサービスの一っ

である 「マニュアル診断」では自然言語処理技術を活用しています。

 MTを 実現する技術の発展は、翻訳だけでなく、原稿作成や編集の効率化の促進にも役立つ と考えています。現

時点でも、誤字脱字のチェック、いわゆる校正ではMTの 元言語原稿の解析技術が有用であると思います。また逆

に、原稿作成や編集を効率化する人工知能の研究がMTの 精度向上に役立つかもしれません。その相乗効果に大き

な期待を寄せています。

株式会社ホンヤク出版社 営業部 副本部長 堀下 修

AAMTへ の 要 望

 弊 社 と して はAAMTへ の入 会 で 、 ICT業 界 の 人 々 と技 術 交 流 の機 会 が 増 え る こ と を望 ん で い ます 。

マ ニ ュ アル 業 界 とICT業 界 の人 々が お 互 いの 知 識 を交 換 し、議 論 す る機 会 が 増 え る こ とで 、 両 業界 が共 に 活性 化

され 、MTの 発 展 に つ な が る こ と を期 待 して い ます 。
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オンライン翻訳管理システムXTMの ご紹介

 目 次 由 美 子

XTMInternational

1.は じめに

 2002年 に設 立 され たXTMInternationalの 本 社 は

英 国 ロ ン ドン近 郊 の ジ ェ ラー ズ ク ロス に 所 在 します 。

開 発 拠 点 で あ る ポー ラ ン ドの ほ か 、 ア イ ル ラ ン ド、 米

国 、 日本 、 スイ ス に オ フ ィス を 設 け て い ます 。 独 立 系

ツ ー ル デ ベ ロ ソ パ ー と し て 翻 訳 管 理 シ ス テ ム

(TranslationManagement System:TMS)で あ る

「XTM」 を開 発 ・販 売 して い ます 。2010年 に ロー ン

チ され た 「XTMCIoud」 は パ ブ リ ック ク ラ ウ ドを利 用

し、「XTMSuite」 は オ ン プ レ ミス サ ー バ に イ ン ス トー

ル して運 用 します 。 お 客様 の信 頼 の お け るテ ク ノ ロ ジ

ーパ ー トナー とな る こ とを 目標 に し
、 翻 訳 とワー ク フ

mに 関す る 業界 随 一 の テ ク ノ ロ ジー 開 発 に従 事 して

い ます 。

索す る コ ン コー ダ ンス サ ー チ 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン との

連 携 とい っ た新 機 能 が 見 受 け られ ます が 、 これ らは も

ち ろ んTMSで も実 現 して い ます 。

 TMSに は さ らに 、翻 訳 ワー ク フ ロー の 自動 化 機 能

(Translation Workflow Automation:TWA)や ユ ー

ザ管 理 機 能 が搭 載 され て い ます 。 翻 訳 後 に は チ ェ ッ ク

を 実行 し、 さ らに 客 先校 正 も実 施 す る とい っ た ワー ク

フ ロ ー を 定 義 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ

(ProjectManager:PM)の 手 を煩 わ せ る こ とな く翻

訳 プ ロジ ェ ク トを進 行 で き ます 。 各 担 当者 は ロー カ ル

マ シ ンに ソフ トウ ェア をイ ンス トー ル す る こ とな く、

クラ ウ ド上 の デ ー タヘ イ ン ター ネ ッ トブ ラ ウザ経 由 で

ア ク セ ス し、 翻 訳 作 業 を実 行 します 。

2.TMSの 機能性 多〉
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  『ユ識

 一般 的 にTMSと 呼 ば れ る シス テ ム に は 、翻 訳 支 援

ツ ール(Computer・AidedTranslation tool:CAT)の

機 能 が搭 載 され て い ます 。 っ ま り、オ リジナ ル 文 書 か

らテ キ ス トを 抽 出 す る、 翻 訳 メモ リと新 規 原 文 をセ グ

メ ン ト単位 で 比 較 して 既 訳 を流 用 す る こ とに よ っ て翻

訳 工 数 を 削 減 す る、 多 言 語 多 方 向 の 用 語 集 管 理 機 能 に

よっ て 専 門 用 語 を統 一 す る、 訳 文 フ ァイ ル の生 成 時 に

は原 文 フ ァイ ル の レイ ア ウ トを再 現 す る こ とに よ っ て

レイ ア ウ ト調 整 作 業 を軽 減 す る と い っ た こ とが 可能 で

す。

馨    一℃籍

       .,・, 携

趨 鱒 欝嘘
          CM5

   XTMCIoudの 利 用例

{禽
勧

 各ステ ップの担当者を選別する際にはプロジェク ト

設定の条件(対 応言語や専門分野)が 考慮され、ユー

ザごとの単価設定記録を基に外注費用の概算も瞬時に

作成されます。

 昨今のCATで は、訳文を反映 させたプレビュー機

能、セグメン ト単位に限定することなく熟語や節を検

 サ ー ドパ ー テ ィー の シ ス テ ム と の 連 携 の 容 易 さ も

TMSの 特 長 とい え ま す 。機 械 翻 訳 エ ン ジン 、オ ン ライ
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ン パ ブ リ ケ ー シ ョ ン 、CMS(Content Management

System)な ど の シ ス テ ム と は 、プ ラ グ ア ン ドプ レイ コ

ネ ク タ やAPI(Application Programming Interface)

を 利 用 す る な ど して 、 手 軽 に イ ン テ グ レー シ ョ ン を 実

現 で き ます 。

4.XTMの 特長

 XTMは 世界をリー ドするクラウ ド型の企業規模の

翻訳管理 ソリューションとして業界のオープンスタン

ダー ドに準拠 し、高い拡張性 と柔軟性、そしてアジャ

イル環境を重視 して設計 されています。

3.ク ラウ ド利用の利点

 「ク ラ ウ ドを利 用す る」 とい う と、翻 訳 デ ー タ の機

密性 や セ キ ュ リテ ィが心 配 で あ る とい う声 が聞 こえ て

き ます。 各TMSベ ンダ ー が 管理 す る クラ ウ ド上 の エ

リア は 、 安 全性 が 堅 牢 に確 保 され たイ ン フ ラ ス トラ ク

チ ャ で あ る と 考 え ら れ ま す 。 翻 訳 メ モ リ

(TranslationMemory:TM)や 用語 集 を メー ル やFTP

で 社 外 翻 訳 者 へ 送信 す る こ との リス ク と も比較 して 再

考 す べ き機 会 に な るの で は な い で し ょ うか。

 クラウ ド上に保管される言語アセッ ト(TMや 用語

集)は リアルタイムで更新 され、複数の担 当者間で共

有 されます。翻訳者Aの 訳文は即時に翻訳者Bが 流用

でき、翻訳者Bが 登録した用語ペアは即時に翻訳Cも

活用できます。TM管 理者やターミノロジス ト、 PM

によって承認されていないデータは共有させないよう

にも設定できます。

 また 、 ロー カル で は 処 理 し きれ な い 大 量 の デ ー タや

頻 発 す る プ ロ ジ ェ ク トに 対 して も、 ク ラ ウ ドの デ ー タ

ス トレー ジ を利 用す る こ とに よっ て 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク ト

の 円滑 な展 開 や 、迅 速 な ター ンア ラ ウ ン ドが 実 現 され

ます 。

 XTMは 中 間言 語 を介 した 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トに も対

応 して い ます。 た とえ ば オ リジナ ル 言 語 は 日本 語 で あ

り、 まず 中 間 言 語 で あ る英 語 に 翻 訳 し、 そ の 後 に複 数

の ター ゲ ッ ト言 語 へ と翻 訳 す るプ ロ ジ ェ ク トを定 義 し、

ワー ク フ ロー を組 む こ とが で き ます 。 この 場 合 、翻 訳

エ デ ィ タ上 で もオ リジナ ル 言 語 ・中間 言 語 ・ター ゲ ッ

ト言 語 の 三言 語 を並 列 して 表 示 す る こ とが 可 能 です 。

 ゲ ー ム業 界 で多 用 され る スプ レ ッ ドシー トで の翻 訳

にお い て は 、 キ ャ ラ ク ター の 特 長 や ス トリン グIDな

ど翻 訳 対 象 テ キ ス ト以 外 の 情 報 も必 要 と され る こ とが

あ ります 。 カ ス タ マ イ ズす る こ とに よ っ て 、XTMで

は必 要 な情 報 す べ て を翻 訳 エ デ ィ タ に表 示 させ 、 た と

え ば 「ス トリン グID」 を基 にセ グ メ ン トを抽 出表 示 さ

せ る 、多 言 語 の訳 文 を併 記 した 拡 張 表 を作 成 す る こ と

も可 能 です 。

し■ 目■

匹1囮■

『1;-1-漏聡
.,.ぞ『肖-『崩   脅鞭■

       亀■口■

       翫■口■

 自社 ネ ッ トワー クが確 立 され て い る強 固 な フ ァイ ア

ウ ォ ー ル 内 で の 運 用 を ご 希 望 の お 客 様 に は 、

XTMSuiteの ご利 用 を推 奨 して い ます 。 また 、 常 時 オ

ン ライ ン に はで きな い 担 当者 の た め 、 オ フ ライ ン作 業

用 のデ ー タ も生 成 で き ます。

必要な情報が表示 されている翻訳エデ ィタ

 翻 訳 品 質 を 計 測 す る た め の 言 語 品 質 保 証

(LinguisticQualityAssurance:LQA)機 能 は 、 MQM

(MultidimensionalQuality Metrics)モ デル に 基 づ き 、

文 書 単 位 での ス コ ア リン グ のみ で な く、 ユー ザ ご とに

評 価 結 果 を記 録 で き ます 。 さ らに 、翻 訳 業 界 で イ ノベ

ー シ ョ ン を 推 進 す る シ ン ク タ ン クTAUSのDQF

(Dynamic Quahty Framework)プ ラ グイ ンに もい

ち早 く対 応 す る な ど、翻 訳 品質 を配 慮 した機 能 も搭 載
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して い ます 。 6.XTMの 今後 につ いて

5.機 械翻訳エ ンジンとの連携

 先 に も述 べ た とお り、XTMで は サ ー ドパ ー テ ィー

との シス テ ム連 携 を容 易 に 実現 で き ます 。 複 数 の機 械

翻 訳 エ ン ジ ン とのAPIを 経 由 した 連 携 も オ プ シ ョ ン

が 搭 載 され て い ます 。 ま た 、翻 訳 の た め の標 準 形 式 で

あ るXLIFF(XML Localization Interchange File

Format)を 介 し、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン に よっ て 自動 生 成

され た訳 が挿 入 され た デ ー タ を受 け 取 り、XTMの 翻

訳 エ デ ィ タで ポ ス トエ デ ィ テ ィン グを 実 行 す る こ と も

可 能 です 。

 XTMは 例年4回 の ア ップ デ ー トに よ って 、 よ り良

い翻 訳 テ ク ノ ロジ ー を お届 け して い ます。2017年10

月 に 実施 され た メ ジ ャ ー ア ップ デ ー トで は 、 チ ャ ッ ト

機 能 「XTM Messenger」 の実 装 や 、 PM向 け の モ バ イ

ル ア プ リもiOSとAndroid向 け に リ リー ス され ま した。

 今後もさらなる進化が予定されているXTMの 発展

に、ご期待いただければと思います。

 日進月歩の発展が目覚ましい機械翻訳 とXTMと の

さらなる連携や利用オプションについては、個人的に

も楽 しみにしているところです。

ホや螺霧を{1}遊笈{t}ミキサーに麓えまず噸 水や牛乳を〔1}遺竃{1}ミ キサーw加 えます。

ii
ソー偽

         あいまいマッチ93%曝 承認演み

水や牛乳を{i}遜室{i}ミキサーに触えます魯          氏毘r醸lk㎞9}ヒhe鋼end奄r{星}as you think prop{1}.        ¥ ♂

..絶 町Ybu in a面 財◎総釦コ己...獄e muter weber or繭 翫 !

あいまいマ ッチと機械翻訳の訳例を表示させているセグメン ト
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a:a.1

SDL Rados Studio 2017

       佐藤弦

   SDLジ ャパン株式会社

1.SDL Rados Studio 2017リ リー ス

 弊 社SDLで は 、2016年11月 にSDL Trados Studio

2017と い う製 品 を リ リー ス しま した。この 製 品 は産 業

翻 訳 の 現場 でデ フ ァ ク トス タ ン ダー ドと して使 用 され

て い るSDL Trados Studioの 最 新 版 とな りま す 。

 SDL Trados Studioは デ ス ク トップ型 の ソフ トウェ

ア で 、 翻訳 メモ リを利 用 して 過去 の翻 訳 を 流 用す る こ

と を 目的 と して い ま す。 ま た 、翻 訳 専 用 の エデ ィタ環

境 を翻 訳者 に提 供 す る こ とで 、翻 訳 生 産性 の 向 上 を 実

現 して い ます。

2.upl.IFTテ ク ノ ロ ジ

 今 回 の バ ー ジ ョンア ップ で は 二 つ の 技 術 革 新 が あ り

ま した 。 残 念 な が ら、 現 時 点 で この 二 つ の 技 術 は 日本

語 に対 応 してい ませ ん が 、2017上 半期 中に は 対 応 す る

予 定 で い ます 。

 SDL Rados Studioの 中心 とな る翻 訳 メモ リとい う

の は 、原 文 と訳 文 を文 単 位 で 登 録 した デ ー タベ ー ス で

す 。翻 訳 を 行 う際 に 、原 文 を翻 訳 メモ リ内 で 検 索 して 、

似 た文 が 既 に登 録 され て い な い か 確 認 します。 似 た 文

が あ っ た場 合 に は、 そ の 訳 文 が 自動 的 に 挿 入 され る よ

うに な っ て い ます 。

 これ まで は 、似 た 文 が なか った 場 合 には そ こで 検 索

が終 了 して いた の で す が 、今 回 の バ ー ジ ョンで は 、 似

た文 が なか った 場 合 には 、原 文 に 含 まれ る単 語 や フ レ

ー ズ を 抜 き 出 し て 自 動 検 索 し ま す
。 こ の 技 術 を

upLIFTと 名 付 け ま した。

 この テ ク ノ ロ ジ を使 用 す る こ とで 、 文 単 位 で の 一 致

率 が低 い翻 訳 の 生 産 性 の 向上 や 、 単 語 や フ レー ズに 対

する翻訳表現の統一が期待できます。また、この技術

を応用して、単語のみが置き換わっている文などツー

ルが自動的に修正することも可能にな りました。

3.AdaptiveMT

 も う一 つ 新 し く投 入 され た技 術 がAdaptiveMTで

す。 この 「MT」 はMachine hanslationを 指 します 。

こ の 技 術 に つ い て 理 解 す る に は 、 ま ずSDL Trados

Studioと 機 械 翻 訳 の 連 携 に つ い て 理 解 して い た だ く

必 要 が あ ります 。

 SDL Rados Studioに は 機 械 翻 訳 の機 能 は搭 載 され

てい ませ ん が 、SDL Trados Stuidoを 機 械 翻 訳 ソフ ト

ウェ アや 機 械 翻 訳 の ク ラ ウ ドサ ー ビス と接 続 して使 用

す る こ と が可 能 です 。 接 続 す る と、翻 訳 メ モ リに 一 致

す る原 文 が登 録 され て い な い場 合 に 、 そ の文 が機 械 翻

訳 に送 られ 、機 械 翻 訳 の結 果 がSDL Rados Studioで

作 業 して い る翻 訳 に挿 入 され ます 。 機 械 翻 訳 の結 果 を

翻 訳 者 が 再 編 集 す る こ とが 可能 です 。

 SDLが 提 供 す る機 械 翻 訳 の ク ラ ウ ドサ ー ビス で あ

るLanguage CloudとSDL Rados Studioを 連 携 して

使 用 した 場 合 に 、 機 械 翻 訳 の 結 果 をSDL Trados

Stu(ho上 で編 集 す る と、編 集 内容 がLanguage Cloud

に フ ィー ドバ ック され 自動 的 に 学習 され ます 。 フ ィー

ドバ ック の 内容 はユ ー ザー ご との ア カ ウ ン トに保 管 さ

れ 、 他 の ユ ー ザ ー に は公 開 され ま せ ん。 こ の 技 術 を

AdaptiveMTと 呼 ん で い ま す。

 こ の技 術 を 開発 した の は 、機 械 翻 訳 の結 果 を編 集 し

て使 用す る こ とで翻 訳 効 率 を 高 め る 「ポ ス トエ デ ィ ッ

ト」 とい う手 法 が産 業 翻 訳 の現 場 で 主 流 に な りつ つ あ

り、 そ こ で の 問題 点 と して 、機 械 翻 訳 の結 果 に 対 して
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同じような変更を手動で繰 り返 し行 う無駄があること

が指摘されているためです。

4.そ れ以外の変更点

 凡そ18ヶ 月に一度の頻度で行 うバージョンアップ

時には、革新的な技術を提供 して、翻訳支援 ツールを

徐々に発展させていくことを心がけていますが、それ

と同時に、既存のユーザーにとっての関心は、既存の

機能を洗練化 させていくことでもあるので、ユーザー

の意見を取 り入れて既存機能の拡張を行っています。

今回の原稿で詳細を説明することは割愛 しますが、以

下のような機能更新がありました。

…

・

AutoSuggestの 日本語、中国語、韓国語の対応

翻訳を開始するまでの手順を簡略化

表示フィルタの機能拡張(複 数の条件を設定、設

定内容のエクスポー ト/イ ンポー トなど)

改行を挟む分節の統合

5.製 品に関するお問い合わせ

SDLジ ャ パ ン 株 式 会 社

電 話:03-5773・1471

電 子 メ ー ル:salesうp@sdl.com

ウ ェ ブ:http:〃www. sdl.comljp!trados1
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一
    プ ロ翻 訳 者 の た め のMTサ ー ビ ス ・T-tact(テ ィ ー ・タ ク ト)

 日下部 優

株式会社十印

1.は じめ に

 T-tact(テ ィー ・タ ク ト:TOIN TranslatiQn Assist

by Cl。ud Technology)は 、国 立研 究 開 発 法 人情 報通 信

研 究 機 構(NICT)が 開発 した 自動 翻訳 エ ン ジン 「み ん

なの 自動 翻 訳@TexTra● 」を翻 訳 に 従 事 して い るプ ロの

翻 訳 者 が 普 段 利 用 して い る翻 訳 支 援 ツー ル(CAT/TMS)

か ら利 用 で き る よ うにア レン ジ した ソ リュー シ ョンで

す 。

 T‐tactの コ ア と な るNICTの 自動 翻 訳 エ ン ジ ンは 、

「複 雑 な長 文 を正 確 に翻 訳 す るた め に必 要 とな る新 技

術 で あ る 、語 順 変 換 と訳 語選 択 との 独 立 実 行 に よ る 統

計翻 訳 技 術 の研 究 」 に基 づ くも の で 、NICTが 既 に 「み

ん な の 自動 翻 訳@TexTra● 」 と して イ ン ター ネ ッ トを通

じて一 般 に公 開 してお り、国 産 の 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン と

して そ の精 度 に 定評 が あ ります 。

https://mt-auto-minhon-mlt.ucri.isn・x.iD1

た翻訳対象物に責任を負 うプロ翻訳者としては許容で

きるものではなく、商用目的で利用するには、NICTか

ら許諾を得て個別に契約を結ぶ必要があり個人はもち

ろん法人であっても容易ではありませんでした。

 統計翻訳技術で高精度の 自動翻訳を実現するために

は、対訳コーパスの収集が重要であり、NICTが ユーザ

ーの利用からコーパスの収集を行 うのも研究機関とし

て当然の責務 と言えます。 しかし、取引先 とNDAを 結

ぶ翻訳関係者は、このエンジンを翻訳に使用すること

ができなくなります。わが国が誇る優秀な公的研究機

関による機械翻訳エンジンを翻訳関係者が使用するこ

とができないというのは非常に残念なことといえるで

しょう。

3.十 印の役割

2.実 は機械翻訳か ら

  一番遠 くにい る 「プロ翻訳者」

 誰 もが 簡 単 に無 料 で使 用 で き る 「み ん な の 自動 翻 訳 」

は 素 晴 ら しい サ ー ビス です が 、 用途 が非 商 用 に限 られ

る こ と、入 カ デー タがNICTサ ー バ に 保 存 され 、自動 翻

訳 の 技 術 向 上 に使 用 され る とい う留 意 点 が あ り、翻 訳

会 社 、 フ リー ラ ンス翻 訳 者 、 あ る い は企 業 内 で翻 訳 に

従 事 す る社 員翻 訳 者 な ど、 い わ ゆ る プ ロ翻 訳 者 が業 務

で 利 用 す る こ とが で き ませ ん。

 これ は 、例 えば 他 の 無 償 の 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン(GOQgle

やMicrosoftな ど)で も同様 です が 、顧 客 か ら預 か っ

 十 印 は 、1980年 代 か ら 「言語 研 究所 」 を設 立 し 日本

初 の機 械 翻訳 プ ロ ジェ ク ト 「Muプ ロ ジ ェ ク ト」に 関 わ

るな ど、 これ ま で も研 究者 、研 究機 関 、 開 発 企 業 と翻

訳 業 界(含 む 翻 訳 者)の 間 で橋 渡 しの 役 割 を担 って き

ま した。

 今 回 も、 「Muプ ロ ジ ェ ク ト」 で お 世 話 に な った 長 尾

真 様(元 京 都 大 学総 長)の ご縁 でNICTの フ ェ ロー で あ

りASTREC副 研 究 開 発 推 進 セ ン ター 長 の 隅 田様 と十 印

創 業者 勝 田(現 取 締 役 会 長)と が知 遇 を得 て 、NICT開

発 の 自動 翻 訳 エ ン ジ ン を購 入 す るに 至 りま した 。

 十 印 で は 、 この 自動 翻 訳 エ ン ジ ン を翻 訳 従 事 者 が 商

用 で利 用 で き るサ ー ビス と して 展 開 す る こ と を決 定 し、

昨年11月 末 に開 催 され たJTF翻 訳 祭 で 発 表 、今 年(2017

年)初 旬 か らサ ー ビス を開 始 す る運 び と な りま した。
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4.フ リー ラ ンス翻訳 者 向 け

  Z`tact Personal(仮 称)

 2017年1月 現在 、T-tactは ク ラ ウ ド型 翻 訳 プ ラ ッ

トフ ォ ー ムMemsourceを フ ロ ン トエ ン ドと して使 用す

る こ とを 前提 と して い ます 。 これ に よ り、ユ ー ザ ー が

予 め 登録 した 翻 訳 メモ リに よ る訳 文 候 補 と同 じ レベ ル

でT-tactに よ る機 械 翻 訳 に よる 訳 文 を呼 び 出 し、利 用

す る こ とが で き ます 。 ユ ー ザ ー は 自 由 に そ の訳 文 を修

正 ・改 変 し、 完 成 訳 文 と して確 定 で き ます 。 確 定 した

訳 文 は 予 め更 新 先 と して設 定 した翻 訳 メモ リに 蓄積 さ

れ 、 次 回 の 翻 訳 時 に同 一 文 や 類 似 文 が 出現 した場 合 は

翻 訳 メモ リか らそ れ を利 用 で き ます 。

 な お 、 近 々 にSDL社 のSDL TRADOS(2014/2015/

2017)か ら もT-tactを 利 用 で き るTRADOS Add-onが

提 供 され る見 込 み です 。 こ のAdd-onはNICTとSDL社

の 尽 力 に よ り現 在 開発 が進 め られ て い ま す。

・

・

パ ソ コ ン 上 で 翻 訳 支 援 ツ ー ル を 起 動 しな く て

も、ウ ェブ ブ ラ ウザ か らア クセ ス しフ ァイ ル を

そ の ま ま 翻 訳 で き ま す 。Word、 Excel、

PowerPoint、 テ キ ス ト、htmlな どの フ ァイ ル 形

式 に 対 応 して お り、ドラ ッグ&ド ロ ップ して僅

か な 操 作 だ け で翻 訳 を実 行 可 能 。フ ァイ ル を開

い て テ キ ス トを コ ピー&ペ ー ス トす る 必 要 が

な く、そ の ま ま言 語 を入 れ 替 え た ドキ ュ メ ン ト

が 仕 上 が ります 。

自動 翻 訳 以 上 の 品 質 の 翻 訳 が必 要 な場 合 で も、

1ク リッ クで 十 印 に発 注 で き ます 。 ま た 、 その

翻 訳 メモ リも蓄 積 され る た め 、翻訳 資 産 と して

次 回 に活 用 され ます 。

躍6
機械翻駅エンジン

英d8≪日本語/日 本語韓韓国語
日本語⇔中国語(簡体字)

   dMEMSOUACE

  晋語資源(corpus)の 蓄積
` D

   aaaa

鐸 髭 額轍綴 灘
,

5.企 業で の導 入 を想 定 した

  1`tact Prnfessional(仮 称)

 T-tact Persona1の 基 本 的 な機 能 に加 え て 、 T‐tact

Professionalで はT-tactの 企 業 内 で の利 用 を想 定

し、 さま ざま な機 能 を 追加 して い ます 。*

 ま た 、機 械 翻訳 と通 常 の 翻訳 者 に よ る翻 訳 サ ー ビ ス

を組 み合 わせ て い ま す の で 、 必 要 な 品 質 に 応 じた 翻 訳

仕 上 が りを得 る こ とが で きま す 。

・

・

・

10名 ま で の ユ ー ザ ー が 同 時 に利 用 可能 。

用語 ベ ー ス機 能 を 搭 載 。既 存 の 用 語 集 をイ ン ボ

ー トし利 用 す る こ とに よ り用 語 の 統 一 が 容 易

に 実 現 で き ます 。また 用 語 の 抽 出機 能 を装 備 し

て お り、運 用 経 過 に伴 って 増 え る用 語 も順 次 用

語 べ 一 ス に 組 み 込 ま れ て い き ます 。

企 業 ご と の独 立 した イ ン ス タ ン ス を ご用 意 し

ます 。仮 にT-tact Persona1の ユー ザ ー が増 加

して も 、T-tact Professionalご 契 約 企 業 の レ

ス ポ ン スの 低 下 は生 じませ ん。

豆
翻訳担当者

社内へ1Click      蒙

社外 へ1Cli(k

㍑ 灘
'

2底

纐

社内翻訳者

社外翻訳者

サ ー ビス イ メ ー ジ 図

6.今 後 も進化す るテクノロジー

 ●

3,000人 超

 機 械 翻 訳 エ ン ジ ンは 日々 進 化 して い ます。昨 年11月

のGoogle社 の ニ ュー ラル 機 械 翻 訳 技 術 の 導 入 に よ る

精度 の 向 上 ・進化 に は 驚 くべ き もの が あ りま した。

 3月13日 よ り筑 波 大 学 にて 行 わ れ る言 語 処 理 学 会

23回 年 次 大 会 で は、十 印 は ス ポ ンサ ー を務 め 、機 械 翻

訳 業 界 の 発 展 に 常 に新 しい テ ク ノ ロ ジー を収 集 して い

きま す。我 々 のT‐tactも ま た進 化 の 可能 性 を秘 め てい

ます 。

 今 後 もNICTと の 協 力 関係 を軸 に 、十印 は翻 訳 業 界 の

隅 々 まで テ ク ノ ロ ジー の恩 恵 が ゆ き わ た る よ うに 、研
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究 者 ・研 究 機 関 ・フ リ ー ラ ン ス 翻 訳 者 ・企 業 内 翻 訳 者 ・

翻 訳 会 社 を 繋 げ る 役 割 を 担 っ て い き ま す 。

注)

★ 仕 様 は 予 告 な く変 更 の 可 能性 が あ り ます。

株 式 会 社 十 印 ・T-tact Personal/T‐tact

Professional

お 問 い 合 わ せ:

株 式 会 社 十 印

広 報 担 当 石 川 弘 美

電 話03-5759-4353mkt@tQ-in. cQ. jp
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一
          Plunet BusinessManager

            Benjamin Liedtke

オ ン ラ イ ン ・マ ー ケ テ ィ ン グ ・マ ネ ー ジ ャ ー 、Plunet GmbH

●諭P【unet
Plunet BusinessManagerは 、 ロ ー カ リゼ ー シ ョ ン お よ び

翻 訳 業 界 向 け のWebベ ー ス の ビ ジ ネ ス お よ び 翻 訳 管

理 シ ス テ ム で す 。Plunetは 、 主 要CArツ ー ル(SDL

Trados Studio, SDL Trados Groupshare, memoQ, XTM,

Memsource、Across)、 財 務 会 計(Quickbooks、Salesforce、

SageKHK、 DArEV、 ADDISON)お よ び プ ロ ジ ェ ク ト

管 理 ソ フ トウ ェ ア(Welocalize Falcon)を 統 合 し ま す 。

基 本 的 な機 能 には 、見 積 も り、注 文 と請 求 書 管理 、 管

理 、 財 務 報 告 、柔 軟 な ジ ョブ とワ ー ク フ ロー の 管 理 、

期 限 、 文 書 、 品 質 と苦 情 管 理 、顧 客 関係 管理 と通 訳 管

理 が 含 まれ ます 。 現 在 、Plunetイ ン タ ー フ ェー ス は 、

英 語 、 ドイ ツ語 、 日本 語 、朝 鮮 語 、 フ ラ ン ス語 、 ロ シ

ア語 お よび 他 に多 く の も の の よ うな種 々様 々 の 言 語 で

利 用 可 能 です 。

顧客との関係

豊 富 な顧 客 管 理 機 能 を通 じて 、Plunetは 企 業 が体 系 的

に顧 客 に集 中 し、 それ に応 じて顧 客 関係 プ ロセ ス を設

計 す る手 助 け を します 。Plunet BusinessManagerの 調 整

可 能 な顧 客 ポー タル は 、翻 訳 サ ー ビス プ ロバ イ ダ ー と

その 顧 客 に対 し、翻 訳 プ ロセ ス 全 体 を通 して標 準 化 さ

れ て明 確 に管 理 され た コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を提 供 しま

す 。 顧 客 は迅 速 か っ 簡 単 に リクエ ス トを送 信 し、 見積

も りを取 得 し、注 文 を行 い 、 さま ざま な クエ リを 実行

で き ます 。 す べ て の文 書 お よ び フ ァ イル の処 理 は 、顧

客 ポー タル を介 して透 過 的 に処 理 す る こ とが で き ます 。

これ は 、 プ ロセ ス を標 準化 し、 時 間 を節 約 す るの に役

立 ち ます 。

舗P弓 灘 ど

器   7二脳   鴨   itA  至',求  儀賂  マィデ 窟
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営業およびマーケティング部門むけの機能

顧 客 関係 管 理 は 、Plunet BusinessManagerの す べ ての 部

分 に深 く統 合 され て い ます 。 この シ ステ ム は 、最 も複

雑 な 企 業構 造(部 署 、支 店 、顧 客 グル ー プ 。 レポー ト

で も利 用 可 能)で も連 絡 先 管 理 を サ ポー トし、個 別 に

定 義 され た プ ロパ テ ィを使 用 して柔 軟 な顧 客分 類 を サ

ポ ー トしま す。

な ア ップ ロー ドとダ ウン ロー ドを 可 能 に し、 ベ ンダ ー

にす べ て の現 在 お よび過 去 の ジ ョブ の概 要 を 提 供 しま

す 。 ベ ン ダー は 、 ジ ョブ を 受 け 入れ 、 拒 否 し、 請 求 書

を作 成 す る こ とが で き ます が 、 プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ

ャは ジ ョブ の 見積 りを 依頼 し、 ベ ン ダー の 請 求 処 理 を

管理 す る こ とが で きま す。 さ ら に、 ベ ン ダー ポー タル

の ロ グイ ン をWebサ イ トに統 合す る こ と も で き ます 。

アクセス権の管理
請負業者との関係

リ ソー スの 効 率的 な使 用 は 、翻 訳 会社 が毎 日直 面す る主

要 な課 題 の1つ です 。Plunetは 、集 中管 理 され た リ ソー

スお よびベ ンダ ー管 理 システ ム を通 じて 、従 業 員 お よび

外 部 言 語 サ ー ビ スプ ロバ イ ダの 計 画 と管 理 をサ ポ ー ト

します。 これ は 、効 率 的 な管 理 と人材 の最 適 な使 用 を も

た らす だ け でな く、【SO標 準 に 従 っ て生 産性 を測 定 し、

品質 を管 理 す る た め に発 生 した作 業 時 間 と コ ス トを正

確 に割 り当 て、 追跡 す る こ とを可 能 に します 。

Plunetは ま た 、外 部 リ ソー ス(翻 訳 者 、校 正 者 、専 門

用 語 を判 断 で き る専 門 家 、DTP専 門 家 な ど)を ビジ ネ

ス プ ロセ ス に積 極 的 に関 与 させ る た めの ベ ン ダー ポ ー

タ ル を提 供 して い ます 。 これ に よ り、 標 準 化 され た 、

信 頼 性 の 高 い効 率 的 な ワー ク フ ロー を実 装 す る こ とが

可 能 に な ります 。 ベ ン ダー ポ ー タル は 、デ ー タの 安 全

2Pnet

::   ・F4 '     r矛唱ノ   却

P且unetを 使 用 す る と、翻 訳 業 務 の 内部 お よび 外 部 のす

べ て の 参 加 者(プ ロ ジェ ク トお よび 上 級 管 理 職 、管 理 、

営 業 、 ク ライ ア ン ト、ベ ン ダー 、 フ リー ラ ン サ ー)間

の シー ム レス で 効 率 的 なWebベ ー ス の 対 話 を管 理 で

き ます 。 シ ステ ム管 理 者 は 、社 内外 の リソー スや 顧 客

に対 して標 準 化 され た ア クセ ス権 グル ー プ を 簡 単 に 定

義/割 り 当て1管 理 で き ます 。 これ に よ り、 多 数 の 従 業

員1サ プ ライ ヤ1顧 客 と連 携 して い る企 業 に対 して 、 洗

練 され た複 雑 な ア クセ ス権 管 理 シス テ ム と、 そ の 結 果

と して得 られ る広 範 な制 御 お よび 監 視 の機 能 を提 供 し

ます 。
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リソース管理と価格表

各 リソースに対 して、プロパティと複数の価格表の個

別の組み合わせを持たせることができます。プロパテ

ィ(ス キル、専門分野、母国語、技術、教育、資格な

ど)を 使用すれば、翻訳プロジェク トの適切な リソー

スと妥当な価格表を自動的に検索 して見つけられ ます。

価格表は独自のプロパティと言語の組み合わせを持つ

ことができ、どの通貨でも設定できます。

グ ラ フ ィカ ル な リ ソー ス カ レン ダー で は 、 この 人 物 の

現 在 の す べ て の ジ ョブ につ い て ス テ ー タ ス を 色 分 け し

て 示 す と と も に不 在 の 時 間 が表 示 され ます 。 す べ て の

内 部 ユ ー ザ ー 、プ ロ ジ ェ ク ト管 理 者 、 ア シ ス タ ン ト、

内 部 翻 訳 者 、 レビ ュー 担 当者 な どに 対 して 、Plunetタ

イ ム シー トモ ジ ュー ル はす べ て の プ ロ ジ ェ ク トお よび

プ ロ ジ ェ ク ト以 外 の 関連 時 間 を追 跡 し、 各 リソー ス の

社 内 的 な 時 間 単価 に従 っ て 関連 コ ス トを 計算 し ます 。

これ らの コ ス トは 、 シ ステ ム 内 のす べ て の粗 利 益 レポ

ー トで も追 跡 され ます
。

ワー ク フ ロー とプ ロジ ェク トの 管 理

Plunetは 翻 訳 プ ロ ジェ ク トが 専 門 的 な 方 法 で 管理 され

る よ うに します 。 翻 訳 生産 と ビ ジネ ス プ ロセ ス の イ ン

テ リジ ェ ン トな 自動化 と標 準化 に よ り、 企 業 は 生産 性

と収 益 性 を 向 上 させ る と同 時 に 、 プ ロ ジェ ク トマ ネ ー

ジ ャー の 日常 業 務 の負 荷 を軽 減 します。 見積 も り、 注

文 、お よび ジ ョブ の管 理 か ら請 求 まで の 翻訳 プ ロ ジェ

ク トのす べ て の ス テ ップ は 、簡 単 で ユ ー ザー フ レン ド

リー な方 法 で設 計 され て い ます。Plunetに よ るプ ロ ジ

ェ ク ト管 理 は 最 大 限 の柔 軟 性 とス ケ ー ラ ビ リテ ィを提

供 し、可 能 な 限 り広 い範 囲 の製 品 要件 と ビ ジネ ス プ ロ

セ ス1構 造 を 首 尾 よ く管 理 で き る よ うに します 。

Plunetの 中心 に位 置 す る ダ ッ シ ュボ ー ドに は 、翻 訳 の

打 診 、見 積 も り、 注文 か らタ ス ク、締 め切 り 日、請 求

書 ま での す べ て の重 要 な プ ロ ジ ェ ク ト情 報 の概 要 が表

示 され ます 。 統 合 され た電 子 メ ール ク ライ ア ン トに よ

り、プ ロ ジ ェ ク トや 連 絡 先 の電 子 メー ル を送 信 、受 信 、

アー カイ ブす る こ とが で き ます 。 多 言 語 対応 の電 子 メ

ー ル テ ン プ レー トを使 っ て 迅 速 か つ 効 率 的 に 作 業 で き

ます 。

 =Att31A.. A.r駅 ・・・… 一 ・闇
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Plunetは 小規 模 な ワー ク フ ローだ けで な く、各 ワー ク フ

ロー で数 十 の タス ク を、1つ の翻 訳 プ ロジ ェ ク トで数 千

の 非 常 に複 雑 な ワー ク フ ロー を処 理 で き ます 。ス ケ ー ラ

ブル な シス テム は ま た 、大 き なチ ー ム の コラ ボ レー シ ョ

ン をサ ポー トしま す。Planetを 使 用 す る と、ユ ー ザ ー は

外 部 リ ソー ス ま た は 内部 リソー ス の タ ス ク を設 定 で き

ます 。定義 済み 翻訳 ワー ク フ ロー の テ ンプ レー トを簡 単

に作 成 して 、プ ロ ジェ ク ト全 体 で利 用 で き ます 。各 ワー

ク フ ロー テ ンプ レー トには 、す で に各 タス ク の リソー ス 、

作 業 指 示 、お よび 自動 化 の 詳 細 が含 まれ て い ます。い っ

た ん ワー ク フ ロー が 開始 され る と、高 度 に 自動 化 され た

ワー ク フ ロー が 各 タス クの作 業 進 行 状 況 に基 づ い て駆

動 され ます 。プ ロ ジ ェク トマ ネー ジ ャー が行 動 す る必 要

が あ るの は 、何 か 例外 が発 生 した場 合 に 限 られ ま す。

名●P_r_.
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財務および管理 レポー ト

e
Receivables

、'5ン  跨 理

カ ス タ マ イ ズ 可 能 な 財 務 レ ポ ー ト は 、Plunet

BusinessManagerの 最 も強 力 な 部 分 の1つ で す 。そ の 基

本機 能 に は以 下 の もの が含 ま れ ま す:請 求 書 の概 要 と

支払 い1納 期 の ス テ ー タ ス を含 む 債 権1債 務 の 柔 軟 な レ

ポー ト、棒 グ ラフ を含 む 月 次 売 上 、 プ ロ ジ ェ ク トタイ

プ の レポ ー ト、顧 客 ご との 売 上 合 計 、 目標 言 語 ご との

売 上 レポ ー ト、課 税 タ イ プ レポ ー ト、 稼 働 中の プ ロ ジ

ェク トに 関 す る信 用 限 度 額 レポ ー ト、 ク ライ ア ン トご

との 未 処 理請 求 書 、 毎 週 の す べ て の 債 権 お よび 未 払 費

用(実 績1未 来 、 受 注 明 細1雇 用)の キ ャ ッシ ュ フ ロー

レポ ー ト(勘 定残 高 を 含 む そ の 他 の 定 期 支 払 い お よび

勘 定移 動 の 追跡 を 含 む)
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翻訳ツールやその他のソフ トウェアとの接続性

Plunetは 、 SDL Trados Studio、 SDL Trados Groupshare、

memoQ、 Memsource、 XTM、 Acrossな どの 主 要CAr

ツー ル との深 い機 能 統 合 を提 供 しま す。Plunetと 使 い

慣 れ たCArツ ー ル を組 み 合 わ せ て使 うこ とに よっ て 、

柔 軟 性 と効 率 が大 幅 に 向上 す る と と もに 単 一 プ ロバ イ

ダの ソ リュー シ ョン で ユー ザ ー を拘 束 す る こ と を避 け

られ ます 。高 度 に洗 練 され た か た ちでCArツ ー ル が 統

合 され る こ とに よ っ て 、Plunet BusinessManagerの プ ラ

ッ トフ ォー ム か ら直接 的 に プ ロダ クシ ョン お よび ビ ジ

ネ ス プ ロセ ス の 自動 管 理 が 可能 に な り、 複 数 の シス テ

ム の 間 を 間断 な く行 き 来す る 必 要 か ら解 放 され ます 。

CArツ ー ル の 統 合 に 加 え て 、 Plunetは 財 務 会 計

(QuickBooks, Salesforce, Sage KHK, DATEV,

ADDISON)、 プ ロジ ェ ク ト管理(Welocalize Falcon)、

コ ン テ ン ツ管 理 、PractiCountな どそ の他 の サ ー ドパ ー

テ ィー ソ リュ ー シ ョン との 統合 が 可 能 で す 。

品質管理

Plunet品 質 管 理 モ ジ ュー ル に よ り、Plunetユ ー ザ ー は

生産 物 の 品質 を 追跡 で き ます 。 ユ ー ザ ー は 、 自由 に 定

義 で き る さま ざま な 基 準 に 基 づ い て 、 個 々の リ ソー ス

とそ の 作 業 を評 価 で き ます 。 この モ ジ ュー ル は また 、

顧 客 に 注 文 を 直接 評 価 す る機 会 を提 供 す る こ とに よ っ

て 、顧 客満 足 度 を 測 定 し、 顧 客 向 け に完 了 した 注 文 の

品質 を判 断 す る の に役 立 ち ます 。 さ らに 、Plunetは 受

注や 業務 の統 合 的 な 苦 情 管 理機 能 を 提 供 して い ま す。

毎 日の プ ロジ ェ ク ト作 業 の 一 環 と して 楽 しくは な い も

の の避 け て は通 れ な い この 種 の 活 動 を標 準 化 し簡 素化

します 。 プ ロ ジェ ク トマ ネ ー ジ ャー は 発 生 した 苦 情 を

そ の深 刻 さ(軽 微 、 中 程度 、 重 大)に 応 じて 分 類 す る

と と もに 、 そ の影 響範 囲 が 注 文 全 体 に及 ぶ の か そ れ と

も個 々 の項 目や 言 語 の み に 限 定 され るの か を 特 定 で き

ます 。
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一 一
        これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.10

機械翻訳課題調査委員会WGl、 WG2

は じめに

 AAMT Forumを 通 じて配 信 した メー ル マ ガ ジ ンの

バ ック ナ ンバ ー をお 届 け します 。 今 回 は第84号 か ら

第94号 で す 。

 今 回 も、 これ ま で 同様 、翻 訳 サ ー ビスの 開 始 や 新 製

品 の 開 発 とい っ た記 事 が 多 くあ りま した。 今 後 は こ う

した機 械 翻 訳 の情 報 に加 え 、今 年9月 に名 古屋 大学 豊

田 講 堂 に お い て 開 催 さ れ るMT Summit XVI

(http:〃www.mtsummit2017.org)に 関す る情 報 も配

信してまいりま響 懇

 尚 、 メー ル マ ガ ジ ン と して配 信 すべ き情 報 が ご ざい

ま した ら、 是 非 お 知 らせ くだ さい。 ま た 、 お気 付 き の

点 な ど もAAMT事 務 局 まで お 寄 せ くだ さい。 よろ し

くお願 い い た します。

 では 、メー ル マ ガ ジ ン第84号 か ら第94号 を 再 び お

届 け します 。

西 日本旅客鉄道株式会社、嵯峨野観光鉄道株式会社は、

総務省の平成28年 度 「多言語音声翻訳 システムの利

活用実証」に参加 します。

https:〃www.westjr.co.jp/press/article/2016/09/page _

9265.htm1

■ ロ ゴ ヴ ィス タ、 英 日 ・日英 翻 訳 ソ フ トの 新 版 で 辞 書

語数 な ど を強 化

ロ ゴ ヴ ィ ス タは 、 ビ ジネ ス 向 けの 英 日 ・日英 翻 訳 ソフ

トWindows版 「LogoVista PRO 2017」 シ リー ズ2製

品 を10月14日 に発 売 します 。

http:〃www.keyman.or.jp/nw/20069360/

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016110105配 信voLO85

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016109130配 信vo1.084

こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す。 秋 の

夜 長 、 虫の 音 が 心 地 よい 季節 とな りま した ね。 この と

こ ろ曇 りや 雨 空 が続 き、 涼 しくて 過 ご しや す い の で す

が 、そ ろそ ろ秋 晴 れ も恋 しくな って きま した。 で は 、

メー ル マ ガ ジ ン第84号 をお 届 け します 。

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 仲 秋

の候 、 い かが お 過 ご しで し ょ うか。 衣 替 え の 季節 です

が 、今 週 は東 京 で は最 高 気 温 が30度 を超 え 、 ま た 台

風 が 来 た りと 、寒 暖 の 差 が 大 き か っ た です ね 。 そ の 日

そ の 日に適 した装 い を選 び 、体 調 を崩 さな い よ うに し

ま し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第85号 を お届 け し

ます 。

■総務省 「多言語音声翻訳システムの利活用実証」に

参加 します!

■Google翻 訳 は 人 間 レベ ル の 翻 訳 精 度 を 目指 して人

工知 能 を活 用

Google翻 訳 が ち ょ うど10周 年 を迎 え る タ イ ミン グで 、
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より自然な翻訳を可能にする人工知能(AI)を 活用した

「GNMT」 システムが発表されま した。

http:11gigazine.net!news120160930・google・ai・transla

tion/

日(金)同 時 発 売!

株 式 会 社 ク ロ ス ラ ン ゲー ジ は 、 ビジ ネ ス/科 学 技 術 分

野 向 けの 業 務 用 翻 訳 ソフ ト 「PC・Transer翻 訳 ス タ ジ

オV23 for Windows」 、 医学 分 野 に特 化 した翻 訳 ソフ

ト 「MED・Transer V15 for Windows」 を11月4日 よ

り販 売 します 。

■語学は不要になる?自 動翻訳最前線

自動翻訳の技術を開発する国家プロジェク トは、今か

ら30年 前に研究開発が始められました。その長年の

成果について、国立研究開発法人 「情報通信研究機構」

への取材記事です。

http:〃www3.nhk.or.jp/news/business _tokushu/2016

0927.htm1

http:〃prtimes.jp/main/htmUrd/p!000000088.000002

804.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016111102配 信vol.087

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016110121配 信vo1.086

こん に ち は。AAMT Forumメ ルマ ガ担 当 です 。 紅 葉

も色 づ き 始 め 、 い よい よ本 格 的 な秋 の 訪 れ を感 じま す

ね。 ス ポ ー ツ、 読 書 、 食 欲 な ど な ど、皆 さ ま は どの よ

うに 秋 を過 ご され ます か 。で は 、メー ル マ ガ ジ ン 第86

号 をお 届 け します 。

■音 声 翻 訳 の ウ ェ ア ラ ブル 端 末 「イ リー 」 来 春 レン タ

ル 開 始

こん に ちは 。AAMT Forumメ ルマ ガ担 当 です 。 晩 秋

の 候 、 い か が お 過 ご しで し ょ うか。 日増 しに寒 さが 身

に しみ る よ うにな り、 この 頃 は特 に 冷 え込 み が 続 き ま

す ね 。 ま だ 寒 さに 慣 れ ない この 時 期 、体 調 管 理 には 気

をつ けま しょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第87号 をお

届 け しま す 。

■駅で 「多言語音声翻訳システム」活用、外国人を案

内…JR西 日本が実証へ

JR西 日本は、福知山支社が、総務省の2016年 度 「多

言語音声翻訳システムの利活用実証」に参加すると発

表 しました。

http:〃responsejp!article/20161101251284184.html

ビ ジ ョン は、 現 時 点 で 未 発 売 の翻 訳 ウェ ア ラブ ル 端 末

「ih(イリー)」の レン タル サ ー ビ ス を2017年 春 か ら開

始 す る と発 表 しま した。

http:〃 」.sankeibiz.jp!articlelid=391

■業 務 用 翻 訳 ソフ トの新 バ ー ジ ョ ンを2016年11月4

■訪 日外国人向け多言語翻訳アプ リを配信、接客を強

化/三 菱地所他

三菱 地所(株)と 三 菱 地 所 プ ロパ テ ィマ ネ ジメ ン ト(株)

は 、 同社 グル ー プ が 運 営 す る丸 の 内 ・横 浜 エ リア の 商

業施 設 等45棟 に お い て 、 オ リジナ ル 翻 訳 ア プ リ 「接

客音 声翻 訳 」 を11月1日 よ り配 信 しま した。
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http:〃www.re・port.net!news.php?ReportNumber=4

9628

A.AMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016112102配{言vol.089

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016111!16配 信vol.088

こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 日増

しに 寒 さが 身 に しみ る この 頃 、冬 は も うす ぐそ こま で

来 て い ます ね。 皆様 は暖 房 器 具 の お世 話 に な っ て い ま

す で しょ うか。 ス トー ブ な どは 定期 的 な換 気 を 忘れ な

い よ うに しま しょ う。 で は 、 メ ール マ ガ ジ ン第88号

をお 届 け します 。

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す 。 師 走

の候 、 い か が お過 ご しで し ょ うか。 今年 も残 す と こ ろ

あ とわず か に な りま した。 この 時 期 は い ろい ろ と忙 し

くな る と思 い ます が 、 無理 を して 体 調 を崩 さ ない よ う

に気 を っ け ま しょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第89号

をお 届 け します。

■ な ぜGoogle翻 訳 は 賢 くな れ た の か

「Google翻 訳 の 日本 語 訳 レベ ル を飛 躍 的 に 向 上 させ

た」 とGoogleが 発 表 し、 話 題 に な っ てい ます 。

■ ブイ キ ュー ブ 、Web会 議 サ ー ビス に リア ル タイ ム 翻

訳 機 能 を追 加

ブ イ キ ュー ブは2016年11月4日 、Web会 議 サ ー ビ

ス 「V・CUBEミ ー テ ィ ン グ」 か ら、 自動 音 声 リアル タ

イ ム翻 訳 機 能 の ベ ー タ版 を11月3日 に提 供 開 始 した

と発 表 しま した。

http:〃itpro.nikkeibp.co.jp/atcUnews/16/110403266/?

rt=nocnt

■大阪大学とピクセラ、TV字 幕の機械翻訳改善へ共

同研究、訪 日外語人へ情報提供

http:〃www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/1611/27/ne

wsO12.htm1

■パナがメガホン型翻訳機 英語、中国語、韓国語に

対応 12月 からサー ビス開始

大 阪 大学 と ピクセ ラ は2016年11月14日 、テ レ ビ字

幕 の機 械 翻 訳 に 関す る共 同研 究 を開 始 した と発 表 しま

した。 訪 日観 光 客 が 増 加 す る 中で 、 リアル タイ ムな 情

報 提 供 手段 と してテ レビ字 幕 の 機 械 翻 訳 を活 用 す る こ

とを 目指 します 。

http:〃itpro.nikkeibp.co.jp/atcUnews/16/111503376/?

rt=nocnt

パ ナ ソニ ック は 、 メガ ホ ン型 の翻 訳 機 を 使 っ た 多 言 語

翻 訳 サー ビス 「メ ガ ホ ン ヤ ク」 を12月20日 か ら始

め る と発 表 しま した。

http://www.sankei.com!west!news11611171wst16111

70053-nl.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016112116配 信vol.090

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 この

頃 は寒 さが身 に しみ ま す ね。 北海 道 で は 先 日記 録 的 な

大雪 とな り、 平年 の3倍 も雪 が 積 も った そ うです 。 雪

の後 は路 面 凍結 、屋 根 か らの落 雪 な どに 気 を っ け ま し

ょ う。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第90号 を お 届 け しま す 。
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■緊急時に簡単操作で多言語放送できる翻訳放送シス

テム

高電 社 は 、 高 精度 な 翻 訳 エ ン ジ ン と音 声 合 成 エ ン ジ ン

を組 み合 わせ た 多 言 語 翻 訳 放 送 シス テ ム 「J・SERVER

Guidance(構 内用)」 を発 売 す る こ と を発 表 しま した。

http:〃www.rbbtoday.co皿1article120161121021147559.

html

■ 翻 訳 会 社 の 十 印 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン を翻 訳 支援 ツ ー

ル 上 で商 用利 用 可 能 に した 新 サ ー ビス 「T-tact」 を 発

表

株 式 会社 十 印 は 、MCTが 開発 した機 械 翻訳 エ ンジ ン

を、 翻 訳 者 や 翻 訳 会 社 が普 段 使 用 して い る翻 訳 支援 ツ

ー ル で 利 用 で き る 新 サ ー ビ ス 「TOIN Translation

Assist by Cloud Technology(T-tact)」 を発 表 しま した。

http:〃www.yomiuri.co.jp/adv/life/release/detaiUOOO3

5421.htm1

MSが 最 大100人 と対 話 で き る 「リアル タイ ム翻 訳 ア

プ リ」 発 表

マ イ ク ロ ソフ トは 世 界 初 の 「リアル タイ ム個 人 用 翻 訳

機 」 とな る翻 訳 ア プ リを リ リー スす る こ とを発 表 しま

した 。

https:〃roboteertokyo。com!archives!7119

■ 東 京 メ トロ、大 晦 日 よ り メガ ホ ン型 翻 訳 サ ー ビス 「メ

ガ ホ ンヤ ク」 を導 入

東 京 地 下 鉄 は 、 訪 日外 国 人 向 け に メ ガ ホ ン型 多 言 語 音

声 翻 訳 サ ー ビ ス 「メガ ホ ン ヤ ク」 を 、12月31日 か ら

浅 草 駅 と 明 治 神 宮 前 く原 宿 〉駅 に て導 入 す る こ と を発

表 しま した 。

http://news.mynavi.jp/news/2016!1212013291

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2017!01106配 信vol.092

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016112129配 信vol.091

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 今 年

も残 す と ころ あ とわ ず か とな りま した 。 今 年 一 年 を振

り返 っ て み れ ば 、 皆様 に とっ て どの よ うな 年 で した で

し ょ うか。 良 い 年 、 悪 い 年 い ず れ で あ って も、来 年 は

よ り良 い 年 に した い で す ね 。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第

91号 をお 届 け します 。

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す。 新 年

あ け ま してお め で と う ご ざい ま す。 ま た新 しい年 がや

っ て き ま した。 今 年 もそ れ ぞ れ の 目標 に 向 か っ て頑 張

りま しょ う。 で は 、 メ ー ル マ ガ ジ ン第92号 を お届 け

しま す。

■ 「東 京 観 光 タク シー 」 に 自動 翻 訳 シス テ ム、KDDI

が 実 験

■ 「翻 訳 こん に ゃ く」 が 実 現!?

KDDI、 KDDI総 合 研 究 所 、三 和 交 通 、境 交 通 は 、 「東

京観 光 タ ク シー 」 にて 、多 言 語 音 声 翻 訳 シス テ ム を活

用 した 社 会 実 証 を開 始 しま した。
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http:〃k・tai.watch。impress.cojp!docslnews!1036066.

html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2017101120酉 己信vo1.093

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 大 寒

の候 、 い か がお 過 ご しで し ょ うか。 寒 さが最 も厳 しい

時 期 で す ね。 各 地 で 雪 が 降 りま した が 、 除 雪作 業 に は

お 気 を つ け くだ さい。 で は 、 メ ー ル マ ガ ジ ン第93号

をお 届 け しま す。

■ 「LogoVistaメ デ ィ カ ル2017ベ ー シ ッ ク1フ ル バ ッ

クfor Win」 発 売

ロ ゴ ヴ ィ ス タ 株 式 会 社 は 、 医 学 文 献 翻 訳 ソ フ ト

「LogoVistaメ デ ィ カル2017ベ ー シ ソ ク1フ ル バ ッ

ク」Windows版 を 、2017年2月3日(金)よ り、 発

売 します 。

http:〃www.logovista.co.jp/LVERP/information news

/2017-0110-med2017W.html

■6言 語の自動翻訳でおもてなし強化!千 葉市美術館

で実証開始

こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す。 春 の

よ うな暖 か さか ら一転 して厳 しい 寒 さが 戻 っ て き ま し

た ね。 日に よ っ て寒 暖 の差 が激 しい この 時 期 、 体調 を

崩 さな い よ うに気 を つ け ま し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ

ジン 第94号 をお 届 け します 。

■高精度でセキュアな英文特許自動翻訳の提供開始

NICT、 株式会社みらい翻訳、日本特許翻訳株式会社、

一般社団法人化学情報協会は、高精度でセキュアな英

文特許自動翻訳サー ビスを開発 しました。

http:〃www.nict.go.jp!press12017101118・1.html

■業界特有のワー ドを学習 させて精度向上 AIを 活

用した翻訳エンジン NTTが β版提供開始

NTTコ ミュニ ケ ー シ ョン ズは1月25日 、AI(人 工知

能)を 活 用 した業 界 特 化 型 の 自動 翻 訳 プ ラ ッ トフ ォ ー

ムサ ー ビス β版 を提 供 開始 しま した。

http://www.itmedia.cojplnews!articles!17011251new

sO78.htm1

モ リサ ワは4日 か ら千葉 市美 術館 で行 われ て い る 「お

も てな しICT実 証 」に 、イ ンバ ウ ン ド対応 情 報 発 信 ツ

ー ル 「MCCatalog+」 の 技 術 を提 供 した こ と を発 表 し

ま した 。

http:1!www.rbbtoday.com/article/2017/01/10/148491.

html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2017102101配 信vol.094
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協会活動報告

(2016年9月 ～2017年2月)

AAMT交 流 会

 2017年2月2日(木)

    14:00-17:00 講 演会

    17:30-19:30 懇親 会

    場所:関 東ITソ フ トウェア健 康保 険組 合(大 久保)会 議 室

 は じめての試み として、上記 日程 にてAAMT交 流会 を開催 した。

これは基本的に、機械翻訳 の現状 を把握 したい、意見交換を したい とい う会員のための交流 を目

的 として開催 した ものである。総会 とはまた趣の異なる会 として大変好評であった。また、AAMT

がどんな活動を してい るのか知 りたいと言 う入会希望の方たちも、希望があれば参加 可能 とした。

懇親会では参加者全員が1分 間ス ピーチを して、 どんな ところにかかわっているかな どの 自己紹

介 をした。講演会やその後の質疑の詳細については、本文内の 「AAMT交 流会」を参照の こと。

講演会参加者:52名 懇親会参加者:35・ 名

機械翻訳課題調査委員会

  2016年9月14日(水)(2016年 度 第5回)

     ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

       (WG3)

       ・UTX1.20仕 様検討

         英語版ネイテ ィブチェックの状況を確認。

         正式公開お よび、山本委員による特許情報シンポジウムでの発表。

        TBXと の変換補足仕様書の作成の方針 を議論。

         Concept IDをUTX仕 様 に入れるかを議論。

        UPF対 応の方針 を議論。

       ・TCシ ンポジウム

         山本委員による参加報告。

       ・JTF翻 訳祭ブース

         UTXデ モの必要性 と、アンケー ト実施 の需要お よびブース要因の役割分担を

         議論。

51



      AAMT紹 介資料の改訂を議論。

2016年10月7日(水)(2016年 度 第6回)

   ① 全体会議 ※この回は全体会議のみ とした

   ・Colingの スポンサー特典対応

   ・JTF翻 訳祭のAAMTセ ッシ ョンの内容

   ・JTF翻 訳祭の展示 コーナー

   ・Webで のアンケー ト調査

   ・AAMT入 会案内 ・活動紹介の文面

2016年11月4日(金)(2016年 度 第7回)

   (WG3)

    ・山本委員によるAAMTIJapioで の特別講演について

    ・山本委員によるSTC東 京総会での講演について

    ・JTF翻 訳祭ブースについて

    ・LTTX

     TBX補 足仕様について議論

    ・その他

2016年12月2日(金)(2016年 度 第8回)

   ① 各WGの 活動 にっ いて(各WGに 分かれて議論)

   (WG 1,2)

   ・Coling配 布資料 の作成

   (WG3)

    ・JTF翻 訳祭の反省

    ・山本委員 による特許情報シンポジ ウムでの発表報告

    ・UTX

     TBX、 UPF、 The翻 訳に対す る補足仕様書について議論

    ・その他

   ② 全体会議

    ・Colingパ ンフの検討

    ・NLP3月 大会のスポンサー申込み などを決定

2017年1月27日(金)(2016年 度 第9回)

   ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)
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(WG 1,2)

・テス トセ ッ ト評価のGCPロ ー ドマ ップ委員会発表のフィー ドバ ック

・AAMT交 流会のプレゼ ンについて

・その他

(WG3)

・前回の議事録確認

・山本委員による言語処理学会での講演内容

・山本委員によるSTC東 京総会での講演 内容

・UTX仕 様検討

  Concept ID(概 念ID、 ユニー ク概念ID、 同義語のある概念ID)に ついて議論

  上位 ・下位概念

  概念をUTXに 取 り込むことで発生するコス ト、 Ontology、 特許文書 ・翻訳で

  重要 とされ る構成要素のためのフィール ドを設けるかを議論

・UPF対 応

  UTX補 足説明書

・ISO会 議17000

  山本委員からの報告

  翻訳者の資格について

  次のISO国 際会議 はウィーンで開催 される予定。山本委員の参加および発表 は

  予定な し

・インターネ ッ トWG

     ① 総会 ・AAMT機 械翻訳 フェア前後で生 じた更新事項に関す るコンテンツ更新

     ②MT Summit XVIに 向けたホームページ立ち上げの検討および作業依頼

     ③AAMTジ ャーナル 目次情報等の通年 コンテ ンツの掲載 ・更新

     ④ 利便性 ・プ レゼ ンス向上に向けたサイ ト構成見直 しの検討

編集委員会

    2016年11月4日(2016年 度 第2回)

    ①  AAMT Journal No。64の 執筆依頼計画について

    その後、編集作業
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AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究会

2016年 9月9日(金)(2016年 度

-
1

9
幽

3

4

5

6

             第4回)

議事録 の確認

情報通信研究機構 先進的音声翻訳翻訳研究開発推進セ ンター

「素性 空間拡張法に基づく統計翻訳のマルチ ドメイン適応」

第4回 特許情報 シンポジウム 今後の予定のお知 らせ

新メンバーの推薦について

その他

次回の開催について

 今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

 次回研究会 ・拡大評価部会予定

 開催の 日時(場 所)10月14日(金)開 催予定

 主な議題

今村様のご発表

AANI'r/Japio特 許 翻訳 研 究会

2016年 10月14日(金)(2016年 度

1

9
臼

9
り

4

5

nb

              第5回)

議事録の確認

NTTコ ミュニケー ション科学基礎研究所

須藤様の ご発表 「特許翻訳におけるニュー ラル翻訳の効果」

江原先生のご発表 「特許版中 日テス トセ ッ トの進捗状況」

第4回 特許情報シンポジウム 今後の予定のお知 らせ

その他

次回の開催 について

 今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

 次回研究会予定

 12月9日(金)18:00～

 忘年会

 主な議題

AAMT/Japio特 許翻訳研究会 拡大評価 部会

2016年10月14日(金)(2016年 度 第2回)

 1.各 グループの活動発表

  ・自動評価 グループ
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 ・人手評価 グループ

 ・テス トセ ッ トグループ

2.第3回 特許情報 シンポジウムについて

3.そ の他

4.次 回開催 日予定   2月 開催予定

AAMT!Japio特 許翻 訳研 究 会

2016年 12月9日(金)(2016年 度

¶
1

9
臼

Q
り

4

P
O

nり

7
騨

              第6回)

議事録の確認

国立研究開発法人情報通信研 究機構

富士様 のご発表 「サブ言語 に特有の文構造 に基づ く特許請求項翻訳」

第4回 特許情報 シンポ ジウム報告

28年 度AAMTIJapio特 許翻訳研究会報告書作成 スケジュール など

昨年度のMTサ ミッ トワークシ ョップの準備 日程関係について

その他

次回の開催 について

 今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

 次回研 究会予定

 2月10日(金)18:00～

 主な議題

AAMTIJapio特 許 翻 訳研 究会

2017年 2月10日(金)(2016年 度

¶
⊥

9
自

3

4

PD

6

              第7回)

議事録の確認

東京大学工学系研 究科

江里 口様のご発表  「翻訳元言語における構文構造 を利用 したニュー ラル機械翻訳」

平成28年 度AAMTIJapio特 許翻訳研究会報告書作成 スケジュールな ど

PSI」Tに ついて

その他

次回の開催 について

 今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

 次回研究会予定 (平成29年5月 開催予定)
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第4回 特許情報 シンポジ ウム

2016年11月25日(金)

開会挨拶

宇津呂 武仁(AAMTIJapio特 許翻訳研究会 副委員長、筑波大学)

セ ッシ ョン1(招 待講演)

  招待講演1「 特許庁にお ける機械翻訳の取 り組み」

  加藤 啓(特 許庁)

  招待講演2「 ニュー ラルネ ッ トワークを用いた自然言語処理の最先端」

  鶴岡 慶雅(東 京大学)

セ ッション2 (研究会報告)

  研究会報告1「 翻訳 自動評価法～翻訳の質を推定する技術の進化」

  磯崎 秀樹(岡 山県立大学)

  研究会報告2「 第3回 アジア翻訳 ワー クシ ョップの人手評価結果の分析」

  中澤 敏明(科 学技術振興機構1京 都大学)

セ ッシ ョン3 (招待 講 演)

  招待 講 演3"Domain Adaptation fbr Machine Translation at NAVER LABS."

  Hyoung-Gyu Lee(NAVER LABS, NAVER Corporation)

  招 待講 演4「 日本 語 の素晴 らしさ とユー ザ ーの機 械翻 訳へ の 大 きな期待 」

  奥 山 尚一(久 遠 特許 事務 所)

セ ッシ ョン4 (特別講演&一 般講演)

  特別講演 「文章 と翻訳の品質を改善す る

  ・構造化用語データUTXに よる用語管理 と実務 日本語ルール」

  山本 ゆ うじ(秋 桜舎)

  一般講演1「 課題 とその対象を軸 としたマ トリクス型特許マ ップの 自動生成手法の提案」

  小野寺 大輝、吉岡 真治(北 海道大学)

  一般講演2「 特許明細書の翻訳 で注意すべ きこと」

  吉川 潔(翻 訳業)

  一般講演3「 特許文献中の重要語に着 目した特許分類の推定」

  綱川 隆司、佐 々木 深 、西田 昌史、西村 雅史(静 岡大学)

閉会挨拶
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守屋 敏道(日 本特許情報機構)

懇親会(グ ランパークカンファ レンス 303会 議室)
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一
 AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学システム情報系知能機能工学域

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル64号 を お送 り します 。

今号の巻頭言は、奈良先端科学技術大学院大学の中村哲先生より御寄稿を頂きました。

理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第九弾を頂きました。

一 方
、 今 号 に 先 立 ち ま して 、 本年2月2日(木)に 、AAMTが 主催 しま した 「AAMT交 流 会 」 が 開催 され ま した 。

機 械 翻 訳 課 題調 査 委 員 会 ・AAMTジ ャ ーナ ル 編 集 委 員会 の 目次 由 美子 様 よ り、 同 イ ベ ン トの 参加 報 告 を御 寄 稿 頂

き ま した。

また 、 昨年12月12日(月)に 開催 され ま した 、第3回 ア ジ ア翻 訳 ワー ク シ ョ ップ の報 告 を 、科 学技 術振 興機 構 中

澤 敏 明 様 、情 報 通 信 研 究 機 構 美 野 秀 弥 様 、丁 塵 辰 様 、NHK後 藤 功 雄 様 、 CMU Graham Neubig先 生 、京都 大 学 黒 橋

禎 夫 先 生 よ り御 寄 稿 頂 き ま した。

 そ の 他 、翻 訳 関 係 各 社 の 製 品 ・サ ー ビス につ き ま して 、 貴 重 な 御 寄 稿 を頂 き ま した。 株 式 会 社 十 印 の 日下部 優

様 か らは 、MTサ ー ビス ・T-tactに つ い て の御 寄稿 を頂 き ま した。 Plunet GmbH社 のBenjamin Liedtke様 か らは 、 ビ

ジ ネ スお よび 翻 訳 管 理 シ ステ ムPlunet Business Managerに つ い て の 御 寄 稿 を頂 き ま した。 SDLジ ャパ ン株 式 会 社 の

佐 藤 弦 様 か らは 、SDL Trados Studio 2017に つ い て の御 寄稿 を頂 き ま した。

XTM Intemational社 の 目次 由美 子 様 か らは 、オ ン ラ イ ン翻 訳 管理 シ ス テ ムXTMに つ い ての 御 寄 稿 を頂 き ま した。

AAMT内 の 活 動 報 告 と して 、 「AAMTフ ォ ー ラ ム メ ール マ ガ ジン バ ッ クナ ンバ ー 」 を 掲 載 い た しま した 。

そ の他 、 「AAMT会 員 の ひ ろば 」 の 企 画 に お きま して は 、 法 人 会 員1件 の 紹 介 文 を掲 載 しま した 。
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AAMT
Asia-Pacific Association for Machine Translation

AAM下 入会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベ ン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

                **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購 読がで きます 。

会員 には、機 関誌 であ るAAMT Journa1 (年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会 費に

含 まれ ています。

2.機 械翻 訳関連の最新情報 をメールでお届 け

会員 専用メー リング リス トで、最新の機会翻訳 関連 の情 報をお届 け します。

MT新 製品、新 サー ビスの紹介 、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連記事の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織 する委員会 や調査 活動に参加 し、機械翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深め、

知見 を広 める ことがで きます 。

機械翻訳 に関す る言語資料の調査、広報、標準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関 連機関の主催す る国際 会議に参加で きます 。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT*★ の主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加で きます。

AMTA* :Association fbr Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会費は以下の通 りです 。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事 務局までお問 い合わせ くだ さい。

ア ジア太平洋機械翻訳 協会(.. )

ホームペー ジ:http:〃www.aamt.infb

電子 メール:aamt・infb@aamt。infb



            AAMT
    Asia-Pacific Association for Machine Translation

          入会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユ ーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コメン ト
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